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    まえがき  
 

認知症の本⼈ができる限り⾃分で⾃分のことを決めることの重要性、その⽀援をする際の基本

原則の提⽰の必要性等を背景に、平成 30 年 6 ⽉に「認知症の⼈の⽇常⽣活・社会⽣活におけ

る意思決定⽀援ガイドライン」（以下、「ガイドライン」とする）が公表されました。翌、令和元年 6

⽉に公表された認知症施策推進⼤綱でも、ガイドラインの普及・現場への定着を⽬指し、昨年度

の⽼⼈保健健康増進等事業で作成されたガイドライン研修の推進を中⼼に、多くの対応策が盛り

込まれています。 

本年度の⽼⼈保健健康増進等事業では、昨年度の前⾝事業の成果物として都道府県・指

定都市に配布されたガイドライン研修の教材について、本年度以降の着実な展開に資すること⽬

的に、⾃治体担当者また講師等を予定する⽅を対象として研修教材に関する説明会を⾏いまし

た。そこでは、意思決定⽀援の現場においてガイドラインの周知・理解がまだまだ進んでいないこと、

また、多くの⾃治体で研修実施に向けた検討段階にあることも分かりました。さらに、ガイドラインの

趣旨や守備範囲、障害・医療分野における意思決定⽀援ガイドライン等との関係性など、補⾜説

明が必要とのご意⾒もありました。 

事業後半では、上記を踏まえて、ガイドライン研修を受けた医療・介護等の専⾨職の⽅々がガイ

ドラインの内容をより理解し、実践に結びつけることができるよう、また、研修を企画⽴案される際の

補助資料としても役⽴つよう、ガイドラインの「読み⽅・活かし⽅」⼩冊⼦を作成しました。 

研修講習会のテキストや当⽇の記録映像、また、「読み⽅・活かし⽅」⼩冊⼦など、本年度の成

果物は、実施主体のホームページに掲載し、ガイドライン本編、研修教材テキストとともに、広く利活

⽤できるよう対応しています。 

本年度の成果が、地域におけるガイドラインの普及・定着の⼀助となれば幸いです。 

 

         令和 2 年 3 ⽉ 

令和元年度⽼⼈保健事業推進費等補助⾦（⽼⼈保健健康増進等事業分）     

認知症の⼈の⽇常⽣活・社会⽣活における意思決定⽀援ガイドライン 
の普及および研修のあり⽅に関する調査研究事業 

                                           委員会委員⻑   ⼩川 朝⽣ 
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Ⅰ 事業概要                                                                           

  1. 事業名 

認知症の⼈の⽇常⽣活・社会⽣活における意思決定⽀援ガイドラインの普及および研修のあり⽅

に関する調査研究事業 

 

  2. 事業目的 

成年後⾒制度利⽤促進法の施⾏に伴い、「障害者や認知症の⼈の特性に応じた適切な配慮を⾏う

ことができるよう、意思決定の⽀援のあり⽅についての指針の策定に向けた検討等」と要請されたことを受

け、⽼健事業においては「認知症の⼈の⽇常⽣活・社会⽣活における意思決定⽀援ガイドライン」（以下、

ガイドラインとする）を策定（H29 年度）、ガイドラインの普及・定着に向けた研修カリキュラム・教材

（H30 年度）が⽰された。 

それらの成果を前提に、先に公表された認知症施策推進⼤綱においても、同ガイドラインの普及のため、

ガイドライン研修について、「独⽴実施型」、既存の医療・介護従事者等の専⾨職研修への「組み込み型」

の 2 類型による着実な実施（⽀援の考え⽅および事例の周知等）が求められている。 

本事業では、認知症の⼈の意思決定⽀援を⾏う医療・介護分野の専⾨職をはじめとする全ての担い

⼿に同ガイドラインが周知されることを⽬指し、本年度の都道府県等による研修実施状況（独⽴実施

型・組み込み型）を把握するとともに、令和 2 年度以降の継続的な研修実施に向け、昨年度事業で持

ち越された項⽬を中⼼に、課題の整理および研修実施のための⽀援のあり⽅を検討する。 

具体的には、「研修プログラム」、「研修実施」両⾯から構成し、前者では、①プログラムの情報追加(⽀

援事例を含む)・充実、②記録の作成や取扱い等に関する⼿引きの検討・作成を⾏う。後者では、③講

師予定者や⾏政担当者に対する情報提供・講義⽤の講習（講師講習会）を実施、加えて、④意思

決定⽀援の実践上の課題などを収集・整理して全国に情報提供を⾏う。 

 

  3. 事業実施期間 

    令和元年 6 ⽉ 7 ⽇（内⽰⽇）から 令和 2 年 3 ⽉ 31 ⽇ まで 

 

  4. 事業内容等 

    4-1 事業内容 

⑴ 委員会の設置 

ガイドライン策定、研修プログラムの作成に関わった識者委員を中⼼に、普及推進への協⼒を

想定した専⾨職団体推薦の委員を加えて委員会を設置した。 
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また、講師講習会のコンテンツ検討・実施、および、⽀援過程の記録作成等に関する⼿引き

作成について具体的な検討・作業を担当する「作業会」（委員会より選出）を設置した。 

⑵ 講師・⾃治体担当者への講師等講習会の実施 

ガイドラインおよび研修プログラムについて、研修の実施主体として想定される都道府県・指定

都市の⾃治体担当者や講師を対象に、研修内容・教材にかかる説明、研修実施にあたっての

留意点等について講習会を実施した。 

⑶ 「⽀援時の記録作成・取扱⽅法の⼿引き(仮称)」の作成 

作業会委員を中⼼に、ガイドラインの構成や具体的な解説、援過程における記録作成、詳細

な事例解説について検討・整理の上、ガイドラインおよび研修の補助的資料としての⼩冊⼦を作

成して配布、併せて報告書にも収載した。 

⑷ 研修講師等に対するヒアリング調査 

本年度実施の研修（組み込み型、独⽴実施型）において、講師を担当された医師等の識

者にヒアリングを⾏い、研修の企画⽴案、準備、および、研修教材、受講者の反応等について、

幅広く課題や意⾒を収集した。 

 

    4-2 委員会体制および開催状況 

［委員］                                    

〈委員会〉                                            （50 ⾳順、敬称略、●は委員⻑）    

 1 ⾚沼 康弘 ⼀般社団法⼈⽇本成年後⾒法学会 副理事⻑ 

 2 稲葉 ⼀⼈  中京⼤学 法務総合教育研究機構 教授 

● 3 ⼩川 朝⽣ 国⽴がん研究センター先端医療開発センター 分野⻑ 

 4 鎌⽥ 松代 公益社団法⼈認知症の⼈と家族の会 理事・事務局⻑ 

 5 瀬⼾ 裕司 公益社団法⼈福岡県医師会 専務理事 

 6 能本 守康 ⼀般社団法⼈⽇本介護⽀援専⾨員協会 常任理事 

 7 三浦 久幸 国⽴⻑寿医療研究センター  在宅医療・地域 
医療連携推進部⻑ 

 8 ⽔島 俊彦 法テラス埼⽟法律事務所 弁護⼠ 
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〈作業会〉                                            （50 ⾳順、敬称略、●は委員⻑）  

 1 有森 直⼦ 新潟⼤学⼤学院保健学研究科 教授 

 2 稲葉 ⼀⼈  中京⼤学 法務総合教育研究機構 教授 

● 3 ⼩川 朝⽣ 国⽴がん研究センター先端医療開発センター 分野⻑ 

 4 寺⽥ 整司 岡⼭⼤学⼤学院医⻭薬学総合研究科 准教授 

 5 永⽥ 久美⼦ 認知症介護研究・研修東京センター 研究部⻑ 

 6 ⽔島 俊彦 法テラス埼⽟法律事務所 弁護⼠ 

〈オブザーバー〉  厚⽣労働省⽼健局総務課認知症施策推進室 

〈実施主体〉   合同会社 HAM ⼈・社会研究所 

 

［会議］                                      

     第1回 委員会 
⽇時     令和元年9⽉4⽇（⽔） 

議事     1  事業概要・計画案について 

2  ⾃治体担当者・講師向け研修講習会について 

3  ⽀援時の記録作成・取扱⽅法の⼿引き（仮称）について 

     第1回 作業会 
⽇時     令和元年10⽉10⽇（⽊） 

議事     1  事業概要・計画案について 

2  ⾃治体担当者・講師向け研修講習会について 

3  「⼿引き」の内容修正について 

     第2回 作業会 
⽇時     令和元年12⽉11⽇（⽔） 

議事     1  研修講習会について（報告） 

2  読み⽅・活かし⽅⼩冊⼦の作成について 

3  講師等ヒアリング等について 
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     第3回 作業会 
⽇時     令和2年2⽉20⽇（⽊） 

議事     1  読み⽅・活かし⽅⼩冊⼦の原稿案について 

2  報告書⽬次構成案について 

3  ガイドライン普及のための課題整理 

     第2回 委員会 
⽇時     令和2年3⽉11⽇（⽔） 

議事     1  ガイドライン研修講習会、⼩冊⼦制作について（報告） 

2  ガイドライン・同研修の普及に向けた課題整理について 

3  その他意⾒交換 

 

4-3 事業スケジュール 

  委員会等、研修講習会、⼩冊⼦作成等の事業は、概ね以下のスケジュールで進⾏した。 

図表  事業スケジュール（交付申請書⾯を更新） 

 平成 31 年 4 ⽉ 令和元年 5 ⽉ 6 ⽉ 7 ⽉ 8 ⽉ 9 ⽉ 

事
業
実
施
内
容 

                                                                           第 1 回 委員会 
                                                                                 ◉ 

                                                                            研修講習会準備 
 

 10 ⽉ 11 ⽉ 12 ⽉ 令和 2 年 1 ⽉ 2 ⽉ 3 ⽉ 

事
業
実
施
内
容 

        研修講習会                                                           第 2 回 委員会     
           ◆                                                                      ◉            
 第 1 回作業会                 第 2 回作業会                         第 3 回作業会 
      ●                           ●                                    ● 

            ガイドライン「読み⽅・活かし⽅」⼩冊⼦の作成                  課題整理・取りまとめ 
   
                                                                                報告書作成・配布
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 Ⅱ ガイドライン研修講習会                                                          

 

1. 実施概要   

 

1.1  研修講習会の概要 

「認知症の⼈の⽇常⽣活・社会⽣活における意思決定⽀援ガイドライン」にかかるガイドライン研修

の概要や内容について、都道府県・指定都市での着実な実施につなげることを⽬的に、⾃治体担当

者および講師候補の医師等を対象とした研修講習会を実施した。 

事業計画当初は、研修講師のみを対象とした講師養成に軸⾜をおいた講習会を企画していたが、

第 1 回委員会のご検討を踏まえて、研修計画の策定、企画準備、講師選定、受講対象設定など、

研修のストラクチャにもフォーカスし、対象も⾃治体担当者を含むものとした。 

研修講習会の開催案内に記載した情報をベースに、以下に講習会の概要を⽰す。 

 

   ［⽬的］  

「認知症の⼈の⽇常⽣活・社会⽣活における意思決定⽀援ガイドライン研修」について、

「(講義・演習計 3 時間の)独⽴実施型」、「(他の研修への)組み込み型」の 2 種類研修教材の

取扱いをはじめ、研修実施の準備、講義や演習の進め⽅(模擬講義等) を中⼼に説明を⾏うこ

とを⽬的とします。 

 

   ［対象］ 

① 同研修を実施する⾃治体の担当部署のご担当者（1 名） 

② 同研修の実施にあたって協⼒を要請される関係者※1（1 名） 

        ※1 同研修の実施準備を進める際に、企画⽴案の協⼒を求める・委託を検討している 

関係団体のご担当者や研修講師の依頼を考える関係者 などを想定します。 

        ※2 会場座席数の関係から、各⾃治体 2 名まで（①②併せて）の参加が上限となります。 

 

   ［⽇程および会場］  

        ⽇程    令和元年 10 ⽉ 24 ⽇（⽊） 13:00 〜 16:30 （開場 12:30〜）  

        会場    TKP 東京駅セントラルカンファレンスセンター  10A ホール 
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   ［⽇程表（時間割）］  

始 所要 内 容 
 開会・事務連絡                 （実施主体：HAM ⼈・社会研究所） 

13:00 10 趣旨説明等           厚⽣労働省⽼健局総務課認知症施策推進室  

13:10 45 
ガイドライン概要と研修実施について 

国⽴がん研究センター先端医療開発センター  分野⻑ ⼩川朝⽣  

13:55 60 
模擬講義（意思決定⽀援ガイドライン研修講義のポイント） 

中京⼤学法務総合教育研究機構  教授 稲葉⼀⼈  
14:55 10 休憩 

15:05 35 
模擬グループワーク（❶意思決定⽀援の基本）  
  ㋑GW の進め⽅   ㋺DVD 視聴・模擬ワーク   ㋩発表・講評のまとめ⽅ 

国⽴がん研究センター先端医療開発センター  分野⻑ ⼩川朝⽣  

15:40 35 
模擬グループワーク（❷チームによる意思決定⽀援） 
  ㋑GW の進め⽅   ㋺DVD 視聴・模擬ワーク   ㋩発表・講評のまとめ⽅ 

法テラス埼⽟法律事務所 弁護⼠ ⽔島俊彦  

16:15 10 質疑応答 
16:25 5 アンケート記載・閉会               （実施主体：HAM ⼈・社会研究所） 

 
   ［参加状況］  

参加者 59 名、うち、⾃治体担当者 40 名（67.8%）、講師予定者 19 ⼈（32.2%）であった。 

参加⾃治体の状況は 37 ⾃治体（都道府県 28、指定都市 19）で、参加率は 55.2%であった。 

 

   ［講師担当］  

       講師は、作業会委員を中⼼に上記の⽇程表の通り担当して頂いた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（趣旨説明等：認知症施策推進室 南補佐）

（趣旨グループワーク➁：⽔島委員） （模擬講義：稲葉委員） 

（ガイドライン概要と研修実施について：⼩川委員⻑）
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   ［講習会記録映像］  

        当⽇の講習会について記録撮影を⾏った。当⽇⽋席の⾃治体担当者や他の講師予定者、また、

参加者による振り返りのため、当⽇配布の講習会資料とともに実施主体ホームページに掲載した。 

 

http://ham-ken.com/wp/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

［合同会社 HAM ⼈・社会研究所ホームページ］

［意思決定⽀援ガイドラインのページ］

［研修講習会 資料］ ［講習会当⽇の記録映像（ワーク時間を除く）］ 
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1.2  アンケートの整理（申込時アンケート、当⽇参加者アンケート） 

  ［申込時アンケート］ 

研修講習会の開催案内に併せて、開催案内のあて先とした都道府県・指定都市に、ガイドライン

研修の実施・予定の状況に関するアンケートを実施した。 
 
Q1  意思決定⽀援ガイドライン研修の実施（予定）の状況について                                 

㋑独⽴実施型（講義+GW 計 3 時間で実施する形式） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㋺組み込み型（他の研修に DVD を追加して実施する形式） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q2  本年度実施（予定）の場合の具体的な内容はどのようなものですか                                     

      ➡ ㋺組み込み型の組み込み先研修 

           A 県  認知症地域⽀援推進員の活動強化にかかる研修会 

           B 県  認知症介護基礎研修ほか全 8 研修 

 

実施済み・
予定

1
2.5%

実施しない
36

90.0%

無回答
3

7.5%

独⽴実施型（令和元年度）

実施予定
3

7.5%

実施しない
33

82.5%

無回答
4

10.0%

独⽴実施型（令和２年度以降）

実施済み・
予定

2
5.0%

実施しない・
未定
37

92.5%

無回答
1

2.5%

組み込み型（令和元年度）

実施予定
6

15.0%

実施しない・
未定
31

77.5%

無回答
3

7.5%

組み込み型（令和2年度以降）
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Q3  本年度、研修を実施しない、予定しない主な理由はどのようなものですか                                     

 内容や 
⽅法 講師 予算

検討段階であるため。 ●   
来年度以降実施する可能性があるが、本年度開催するにあたり⼗分な協議ができて
いないため。 ●   

まだ具体的な検討ができていない。研修にどのように「意思決定⽀援」の内容を組み込
めばよいかわからない。 ●   

今年度研修については、既に企画済みのため。    
昨年度中にカリキュラムが決定しており、今年度の対応が困難なため。    
研修は概ね委託を⾏っているが、委託先へ本内容を組み込むよう⼗分な周知を⾏って
いなかったため、本研修を受講し、次年度以降の実施について検討します。 ●   

当研修が、県として実施すべき研修であるかどうか位置づけが不明であるため。 ●   
研修予算を確保していない。   ● 
研修内容の詳細が不明確なため。 ●   
意思決定⽀援ガイドラインの理解不⾜、研修の実施⽅法のあり⽅等の検討を今後⾏
っていくため。 ●   

他研修にガイドラインを組み込み実施しているため。    
令和 2 年度以降実施するための準備が必要であるため。    
都道府県主催の研修に参加しており、市独⾃開催の必要性について検討中のため。    
本⾃治体での意思決定⽀援への取り組みが検討段階であるため。    
意思決定⽀援ガイドラインの周知のみ図っていたため。    
実施するための予算確保や実施内容や講師等の検討ができていないため。 ● ● ● 
令和 2 年度以降に実施する必要性は感じているものの、現時点では計画できていない
状況である。    

本年度は実施内容等について検討し、来年度以降の実施を検討。 ●   
意思決定⽀援ガイドラインを使⽤していない意思決定⽀援を実施しているため。    
研修の実施⽅法等について検討中のため。 ●   
当研修の内容等について、不確定なため ●   
研修実施に向けた検討が⼗分でないため。なお、今年度、医療介護関係者等を対
象に、意思決定⽀援ガイドラインの研修を、独⾃のカリキュラムで実施済である。 ●   

各種認知症対応⼒向上研修において、本ガイドラインの周知を⾏っているところであ
り、今回の研修を受講後、企画検討していこうと考えている。    

独⽴実施型：受講対象等の検討、関係団体等との調整に時間を要するため。 ●   
研修の実施⽅法や内容及び対象者等、研修そのものの整理ができていないため。 ●   
講師の確保が間に合わなかったため。  ●  
予算の確保が困難なため。   ● 
実施体制、講師等を検討中のため。  ●  
予算確保が難しいため。   ● 
実施⽅法について検討中のため。 ●   
年度当初において、今年度実施する研修等での内容を決定しているため。    
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認知症の⼈の⽇常⽣活・社会⽣活における意思決定⽀援ガイドライン研修 

研修講習会 参加申込票 （兼 研修実施にかかるアンケート） 
10 ⽉ 24 ⽇（⽊）実施の研修講習会について、以下の通り 申し込みます。      令和     年    ⽉    ⽇  

1                               都・道・府・県 ／ 市（指定都市の場合のみ）   

2 参加 
申込者 

⾃治体ご担当者 講師予定者 
（フリガナ） 
ご⽒名 
                                    
ご所属部署 
                                    

mail                                

TEL                                 

（フリガナ） 
ご⽒名 
                                    
ご所属機関・団体等 
                                    

 

 

 

認知症の人の日常生活・社会生活における意思決定支援ガイドライン研修 

実施にかかるアンケート 

Q1  意思決定⽀援ガイドライン研修の実施、または、予定の状況について、あてはまるものに○を付けて下さい。 
 令和元年度 令和 2 年度以降 

㋑独⽴実施型 
（講義+グループワーク 計 3 時間で実施する形式）

1  実施済み・予定している（Q2 へ） 
2  実施しない（Q3 へ） 

1  実施する予定 
2  実施しない・未定 

㋺組み込み型 
（他の研修に DVD を追加して実施する形式）

1  実施済み・予定している（Q2 へ） 
2  実施しない（Q3 へ） 

1  実施する予定 
2  実施しない・未定 

Q2  本年度、実施した・予定している研修はどのようなものですか。 

  ➡ ㋑独⽴実施型の場合   ・受講対象   1 特定の職種のみ（               ）  2 多職種    3 ⼀般住⺠含む 
                       ・講師の職種 （                                                   ） 

                                     

  ➡ ㋺組み込み型の場合   ・組込先の研修 （                                                    ） 

                                     

Q3  本年度、研修を実施しない・予定しない主な理由はどのようなものですか。 
 
 

 

具体的に 

→ 上記講師の選定理由を簡単にご記⼊ください  （例︔地域医師会の推薦だったから など） 

→ 上記研修の選定理由を簡単にご記⼊ください  （例︔⾃治体主催の研修だったから など） 
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  ［参加者(当⽇)アンケート］ 

研修講習会の受講後に参加者アンケートを実施した。 

以下に回答結果を整理して⽰す。 

 

〈参加者概要〉 

 参加者数 ⾃治体担当者 講師予定者 ⾃治体数 
講習会出席 59 40（67.8%） 19（32.2%） 37（55.2%） 
アンケート回答 52 35 17  

 

 

1 講習会について                                                                      

⑴ 講習会の内容は分かり易いものでしたか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  そう思う ◀◀ どちらでもない ▶▶ そう思わない

⾃治体担当者(35) 全体 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0%
1 概要 51.4% 48.6% 0.0% 0.0% 0.0%
2 講義 61.8% 35.3% 2.9% 0.0% 0.0%
3GW➀ 53.3% 46.7% 0.0% 0.0% 0.0%
4GW② 62.1% 34.5% 3.4% 0.0% 0.0%

講師予定者(17) 全体 53.3% 46.7% 0.0% 0.0% 0.0%
1 概要 58.8% 41.2% 0.0% 0.0% 0.0%
2 講義 64.7% 35.3% 0.0% 0.0% 0.0%
3GW➀ 58.8% 35.3% 5.9% 0.0% 0.0%
4GW② 64.7% 29.4% 5.9% 0.0% 0.0%

 

 

51.2%

53.8%

62.7%

55.3%

63.0%

48.8%

46.2%

35.3%

42.6%

32.6%

0.0%

0.0%

2.0%

2.1%

4.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

1概要

2講義

3GW➀

4GW②

講習会の分かり易さ

そう思う まあそう思う どちらでもない あまりそう思わない そう思わない
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⑵ 講習会の内容を研修の企画や講義に活⽤できそうですか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  そう思う ◀◀ どちらでもない ▶▶ そう思わない

⾃治体担当者(35) 全体 48.1% 40.7% 11.1% 0.0% 0.0%
2 講義 42.4% 48.5% 9.1% 0.0% 0.0%
3GW➀ 42.4% 39.4% 18.2% 0.0% 0.0%
4GW② 43.8% 40.6% 15.6% 0.0% 0.0%

講師予定者(17) 全体 52.9% 29.4% 17.6% 0.0% 0.0%
2 講義 58.8% 35.3% 5.9% 0.0% 0.0%
3GW➀ 52.9% 41.2% 5.9% 0.0% 0.0%
4GW② 70.6% 23.5% 5.9% 0.0% 0.0%

 

2 講習会を受講して                                                                    

⑴ ガイドラインの概要は理解できましたか 

 

 

 

 

 

 

 5 そう思う ◀◀ 3 どちらでもない ▶▶ 1 そう思わない 
⾃治体職員(35) 25.7% 68.6% 5.7% 0.0% 0.0% 
講師予定者(17) 18.8% 75.0% 6.3% 0.0% 0.0% 

 

 

 

 

50.0%

48.0%

46.0%

53.1%

36.4%

44.0%

40.0%

34.7%

13.6%

8.0%

14.0%

12.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

2講義

3GW➀

4GW②

講習会内容の活⽤度

そう思う まあそう思う どちらでもない あまりそう思わない そう思わない

23.5% 70.6% 5.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ガイドラインの理解
そう思う まあそう思う どちらでもない あまりそう思わない そう思わない
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      （5 段階評価の理由・ポイント） 

評価 理由・ポイント 

5 今までガイドラインを読んでいたが、本⼈が決める意思決定（決められない⼈でない）という
ところの理解が初めてできた。あわせて難しさも感じた。 

5 代理代⾏決定のルールを⽰すものでではなく、本⼈の意思決定を⽀援するガイドラインである
ことを改めて確認できた。 

5 ガイドラインは規範的な内容と⼿引き的な内容が含まれており、規範の理解が難しいというこ
とを実感した上で、納得して内容を把握できたため。 

4 さらに読み込みは必要ですが、おおよそは理解できた。意思決定ができない⽅のためのガイドラ
インではないことに留意したい。 

4 順序⽴てての説明でわかりやすかった。今はどう関わっているか振り返ることもできた。 
4 深い意味があることを痛感した。ぜひ、多くの⽅に伝えたいと感じた。 
4 背景、基本的な考え⽅、他のガイドラインとの違い。 
4 医療の ACP 研修の内容との違いがよくわかった。 
3 概要は何となく理解できたが、現場に置き換えた時に落とし込めることができなかった。 

 

⑵ ガイドライン研修の概要は理解できましたか 

 

 

 

 

 

 

 5 そう思う ◀◀ 3 どちらでもない ▶▶ 1 そう思わない 

⾃治体職員(35) 28.6% 65.7% 5.7% 0.0% 0.0% 

講師予定者(17) 33.3% 66.7% 0.0% 0.0% 0.0% 

     （5 段階評価の理由・ポイント） 

評価 理由・ポイント 

5 独⽴型と組み込み型があり、それぞれ⽬指すところがあるということを知れたため。 
4 趣旨を理解いただいた上で関係機関に協⼒を要請するのが難しく感じた。 
4 ⼀回きりの研修では腑に落ちないこともあるので、何度もしみこむようにやれたらいいのか。 
4 研修のポイント、流れ等を確認できた。 
4 理解はできたが実施することのハードルが⾼い。 
4 理解はできたが、GW の到達点など流れがむずかしいと思った。 
4 ルールとプロセスで構成されていることがわかった。理念が⼤切なこともわかった。 
4 初めて知ることが多かったです。 

 

30.0% 66.0% 4.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ガイドライン研修の概要の理解
そう思う まあそう思う どちらでもない あまりそう思わない そう思わない
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⑶ 独⽴実施型と組み込み型の違いは理解できましたか 

 

 

 

 

 

 

 5 そう思う ◀◀ 3 どちらでもない ▶▶ 1 そう思わない 

⾃治体職員(35) 71.4% 28.6% 0.0% 0.0% 0.0% 

講師予定者(17) 76.5% 23.5% 0.0% 0.0% 0.0% 

     （5 段階評価の理由・ポイント） 

評価 理由・ポイント 

5 組み込み型は⽐較的実践しやすく感じたが、独⽴型を前提にしているということで、独⽴型の
準備は難しいため検討したい。 

5 組み込み型は知ってもらう。独⽴実施型はプロセスを伝えるのは難しそう。 
5 組み込み型→独⽴型（実践）（DVD ガイドラインの周知） 

5 独⽴型：⽀援⽅法の習得、組み込み型：ガイドラインの普及啓発という構図がわかりやす
かった。 

5 理解は⼗分できた。組み込み型は可能だが、独⽴実施型の実施について、予算、講師の検
討が必要。 

5 組み込み型の中で独⽴実施型の広報を⾏うこと。 
4 それぞれの研修の⽬的の違い、ポイントを理解することができた。 
4 できるならじっくりと独⽴型ができる⽅が望ましが、組み込み型の⽅がやりやすい。 
4 独⽴実施型がないと組み込み型ができないことがわかった。 

 

⑷ 教材の構成や内容は理解できましたか 

 

 

 

 

 

 
 5 そう思う ◀◀ 3 どちらでもない ▶▶ 1 そう思わない 
⾃治体職員(35) 25.7% 65.7% 8.6% 0.0% 0.0% 
講師予定者(17) 41.2% 52.9% 5.9% 0.0% 0.0% 

 

73.1% 26.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

独⽴実施型と組み込み型の違いの理解
そう思う まあそう思う どちらでもない あまりそう思わない そう思わない

30.8% 61.5% 7.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

研修教材の構成の理解
そう思う まあそう思う どちらでもない あまりそう思わない そう思わない
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     （5 段階評価の理由・ポイント） 

評価 理由・ポイント 

5 説明の⼤切なヒントを理解できた。 
5 丁寧な説明で、教材もポイントをおさえた内容になっていたと思います。 
4 趣旨を理解した講師、ファシリを⾒つけることも難しく感じた。 

4 パワポがあれば流れはつかめると思う。着地点を定めていないと気づきだけで受講後定着するの
か、効果測定は？ 

4 構成や内容について、わかりやすく説明していただき、理解を決めることができた。 
4 DVD の内容も、よい題材だった。よくありがちなシーンを捉えている。 
4 議論のきっかけになるのでよい。内容に⼊り込まないようファシリが重要。 

 

⑸ 独⽴実施型の企画・講義は⾏えそうですか 

 

 

 

 

 

 
 5 そう思う ◀◀ 3 どちらでもない ▶▶ 1 そう思わない 
⾃治体職員(35) 6.1% 15.2% 51.5% 24.2% 3.0% 
講師予定者(17) 7.1% 28.6% 64.3% 0.0% 0.0% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 講師 予算 対象者 関係機関 他研修 部署間 その他 
⾃治体職員(35) 74.3% 71.4% 60.0% 42.9% 42.9% 11.4% 8.6%
講師予定者(17) 23.5% 17.6% 23.5% 23.5% 17.6% 5.9% 11.8%

 

 

6.4%
19.1% 55.3% 17.0%

2.1%
0% 20% 40% 60% 80% 100%

独⽴実施型の企画・実施
そう思う まあそう思う どちらでもない あまりそう思わない そう思わない

57.7%
53.8%

48.1%
36.5%

34.6%
9.6%
9.6%

0% 20% 40% 60% 80%

講師の選定・確保

予算の確保

対象者の設定

関係機関の調整

他研修との関係

部署間の連携

その他

独⽴実施型）課題になるもの
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        （その他：⼀部抜粋） 

------ ファシリテーターはどうするか。講師のフォローアップ研修など考えていますか？ 
------ ファシリテーターの確保 
------ 講師やファシリテーターの選定及びどのような落としどころの研修にするのか難しい。 
------ 研修できるスキルのある講師をどのように育てていくのか？ 

------ 認知症に関するほかの研修がかなり多いため、やったほうが良いとわかっていてもなか
なか…です。 

 
⑹ 組み込み型の企画・実施依頼は⾏えそうですか 

 

 

 

 

 

 
 5 そう思う ◀◀ 3 どちらでもない ▶▶ 1 そう思わない 
⾃治体職員(35) 23.5% 38.2% 35.3% 2.9% 0.0% 
講師予定者(17) 21.4% 21.4% 57.1% 0.0% 0.0% 

 
 
 
 
 
 
 
 

 独⽴準備 依頼先 研修選定 部署間 教材 その他 
⾃治体職員(35) 44.2% 25.0% 19.2% 7.7% 7.7% 5.8% 
講師予定者(17) 23.5% 17.6% 17.6% 11.8% 5.9% 0.0% 

        （その他：⼀部抜粋） 

------ ガイドラインをよくよく理解しないと、短いだけに間違えてしまいそう。 
------ 既存研修のカリキュラムにプラスして⾏ってよいのか？別で考えるのか 

------ 独⽴型の実施が未定であることと、組み込み型のみでガイドラインを理解していただく
のは限界がある。 

------ かかりつけ医研修等への組み込み型の導⼊について、プログラムをどうするか結論が
出てから検討。 

------ 職能団体への働きかけと⾃治体の考え⽅の調整。 

22.9% 33.3% 41.7%
2.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

組み込み型の企画・依頼
そう思う まあそう思う どちらでもない あまりそう思わない そう思わない

51.9%
30.8%

25.0%
11.5%

9.6%
5.8%

0% 20% 40% 60% 80%

独⽴型の準備
依頼先への説明

研修の選定
部署間の連携
教材の使い⽅

その他

組み込み型）課題になるもの
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3 その他                                                                                  

⑴ 現在、意思決定⽀援ガイドラインを活⽤していますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       （⾃治体担当者のみ抜粋） 

活⽤ 市町村に連絡会で配布済み。他はこれからです。 
活⽤ 関係機関周知した。 
活⽤ 関係機関、研修内で情報提供している。 
活⽤ 県主催の会議で周知を図っている。県主催のセミナーで活⽤している。 

活⽤ 看護職認知症対応⼒向上研修の中で、倫理を扱うコマに取り⼊れていま
す。かなり関⼼が⾼かったです。 

活⽤ 各種認知症対応⼒研修で紹介。配布しているのみ。 

準備・検討 多職種向けの多職種連携を⽬的とした総合的な研修の実施を検討してお
り、その中に組み込み（または独⽴で）できないか、も検討中。 

準備・検討 組み込み型でまずは検討したい。 
準備・検討 次年度以降組み込みを検討中。 

準備検討 様々な研修において、ガイドラインとほぼ同様の意識づけを⾏ってきているの
で、今後はガイドライン⾃体の周知が必要。 

準備・検討 次年度の研修内容等、関係部署との調整含め検討中。 
準備・検討 管内市町村に配布済み。 
準備・検討 地域包括⽀援センター等関係機関への周知。 

 

 

 

 

 

 

 

 

活⽤している
11

21.2%

準備中・検討中
12

23.1%

活⽤していない
23

44.2%

無回答
6

11.5%

現在のガイドライン活⽤状況
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⑵ 意思決定⽀援ガイドラインについてのご意⾒ 

種別 内 容 

⾃治体 
本県においては、昨年 12 ⽉に認知症施策推進条例を策定し、条例に基づき、推進計画を
策定することとしています。計画の中には、本⼈⽀援に関する記載も必要だと考えていますの
で、ガイドラインができたことは、⼤変ありがたく、参考にしたいと考えています。 

⾃治体 実際に使⽤する⽅に広く周知ができるといいと思っています。 
⾃治体 事例が⽐較的軽度認知症の⽅に偏っていないかと感じました。全体的に⼤変有⽤。 
⾃治体 事例が⼊っていて、わかりやすくてよい。 

⾃治体 
本⽇解説いただいたような前捌きがとても⼤切だと感じました。また、ガイドラインへの深い理解
を、参加者全員がする必要があり、相当ハイレベルな研修になるのではないかと思いました。 

⾃治体 基本的な考え⽅が⽰されたことで、⾏政からも専⾨職の⽅にお伝えしやすくなったと思います。
⾃治体 活⽤⽅法について、明確に⽰してほしいです（最低限必要なところ） 
⾃治体 様々なチームがあって、職場は会議やガイドラインに⼾惑う。 

講師予定 
認知症に携わる⼈すべての⼈の頭にあると素晴らしいと思う⼀⽅、リアルな現場でどのように
現実にチーム全員で同じ温度で落とし込めるかはまだ⾒えてない。ただ、かなりおもしろい興味
深い研修でした。 

講師予定 ガイドラインが活⽤できるよう、意思決定⽀援につながるよう学んでいきたいと思います。 
講師予定 研修、講義のみならず、⼈とのかかわりの上で必要かもしないと感じました。 

講師予定 
介護・医療を実践する場にいる⼀⼈として感じるのは、本ガイドラインの認知度の低さです。今
回のような研修や広報によって認知度を⾼めていただけると、より認知症の⼈の⽣活に届くよ
うに思います。 

講師予定 
現場で認知症の⽅と関わると、これがガイドラインで⾔われている限界の先の⽅の⽀援にこそ
悩む場⾯が多いです。そういった先の⽀援についての検討はされているのでしょうか？ 
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⑶ 意思決定⽀援ガイドライン研修の準備・実施等についてのご意⾒・ご希望 

     ➀独⽴実施型の研修について 

種別 内 容 
⾃治体 講師予定者を対象とした講師養成研修を実施して欲しい。 
⾃治体 ガイドラインの周知もこれからなので、講師の養成の研修をしてほしい。 
⾃治体 講師・ファシリの養成研修を実施してほしい。 
⾃治体 予算について、基⾦等の利⽤は可能か。 
⾃治体 講師の紹介等の協⼒をお願いしたい。 
⾃治体 講師養成研修を実施してほしい。 

⾃治体 
講師予定者を対象とした講師養成研修を地区別で開催してほしい。研修実施にかかる財政
⽀援があるとよい。 

⾃治体 プログラムは時間の制約ないものを⼀つほしい。 

⾃治体 
講師予定者としてどのような職種が望ましいのか⽰してほしい。まず、講師養成から始めない
と、と感じた。 

⾃治体 講師予定者、ファシリテーター（グループワーク）を対象とした養成研修を実施してほしい。 

⾃治体 
講師派遣をいただけると調整の⼿間が省けるので助かりますが、⾃前の必要性も感じている。
例⽰にある対応をしていただけるとありがたいです。独⽴実施型開催に向けての⼿順書・マニュ
アル等があるとありがたいです。 

⾃治体 
受講対象者を誰にするか（職種や経験年数）で講師も変わってくるので悩むところです。多
職種でとのことなので。 

⾃治体 
このような研修をぜひ継続していただきたいです（いざとなったら⾏政 PHN がファシリをすればよ
いので） 

⾃治体 講師予定者への研修を実施してほしい。 

講師予定 
講師、ファシリテーターの養成も必要だと思うが、今も他研修でぎっちりカリキュラムが組まれてい
る。その中で独⽴型は難しい気がする。 

講師予定 
講師養成研修を実施してほしい。対象を介護に絞って認知症介護指導者に講師研修を⾏
えば実施は可能？ 

講師予定 具体的にどうしていいか今⼀つわかりませんでした。 
講師予定 講師予定者を対象とした講師養成研修を実施してほしい。 

②組み込み型の研修について 

種別 内 容 
⾃治体 既存の研修も時間がいっぱい。（対応⼒向上研修、介護実践） 
⾃治体 組み込み先研修⽤の補強スライドが必要。 

⾃治体 既存のカリキュラムが決まった研修への組み込み⽅法を提⽰していただけると助かります。介護
や医療職向けの研修のどれに組み込むべきか⽰してほしい。 

⾃治体 関係機関に依頼する際の補助ツール。 
⾃治体 組み込み型をしてみましたが、参加者に必要性をくみとってもらうまでには⾄らなかった印象。 
⾃治体 DVD を複数配布してほしい。 

⾃治体 
組み込み先研修⽤のスライドやテキスト等があれば実施しやすいのではないかと思います。各
研修によって内容が異ならないように、統⼀した内容で実施ができるといいと思います。 
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⾃治体 医師会向けの補助ツールがあるとうれしいです。 
⾃治体 「組み込み型研修」として確⽴するのではなく、「紹介」でよいのでは。 

⾃治体 

かかりつけ医等の対応⼒向上研修に組み込むとしてもどのように組み込むか⽰してほしい。ま
た、関係機関（医師会 etc.…）への説明・依頼する、また理解してもらうためにツールは必要
だと思う。研修のカリキュラムに組み込んだものへ変更していただけると組み込み型を実施しや
すいと考えている。 

⾃治体 独⽴型をやる、やらないに限らず、ガイドラインを普及するため活⽤したい。 

⾃治体 
包括の中では認知症の⼈の意思決定⽀援のテーマでケアマネ研修を⾏っているところがあるの
で、情報収集しつつ、ガイドラインの内容を⼊れられるか考えてみたい。 

講師予定 
認知症介護実践者研修等、すでに標準シラバス、カリキュラムで⽬⼀杯のなか、どのように時
間確保できるか。認知症介護研究研修センターと調整をお願いします。 

講師予定 
認知症介護、実践者研修（権利擁護）の中で、ガイドラインの説明を⾏っています。講師が
研修を組み⽴てる上で、柔軟な対応が可能なら組み込みやすいと思った。 

講師予定 独⽴型が決まってないと安易に案内ができない。 

③ガイドライン研修全般について 

種別 内 容 

⾃治体 リスクアセスメントをした上で重⼤な影響の部分と意思決定⽀援のバランス判断が難しいと感
じました。 

⾃治体 DVD は県に⼀つだけでは普及が難しいと思います。市町村単位の配布がありがたいです。 
⾃治体 認知症対応⼒向上研修をぜひ⾒直していただきたいです。 
⾃治体 講義のポイントの説明で、そもそものところが分かったので、理解が深まりました。 
⾃治体 ブロック別にも開催してほしい。 
⾃治体 受講後のメリットがなければ受講者数の増加が⾒込めない場合もあるのでは。 

⾃治体 
認知症サポート医研修、推進員研修、チーム員研修等の中に、ガイドラインの内容を今後取
り⼊れていただきたい。各認知症対応⼒向上研修にもショート版を組み⼊れて検討していただ
きたい。 

⾃治体 
教材、講師⽤の解説資料の提供。今回の研修のみで、実際の研修を⾏うのは厳しい。独⽴
型は、予算と研修プログラムがないと実施は厳しい。 

⾃治体 

意思決定⽀援ガイドラインの概要について理解ができました。組み込み型については導⼊がで
きるかと考えておりますが、独⽴型の開催にまだまだハードルが⾼いなという認識です。講師の
⽅向けの研修、開催までのスキーム、カリキュラム誕⽣等、具体的のお⽰しいただけるとありがた
いです。 

⾃治体 
記録はどこにしておくのが望ましいのか。開⽰請求に耐える記載⽅法や根拠づける⽅法はある
のか。 

講師予定 
介護職は「答え」を求めがちなので、どのような反応になるか不安。GW が脱線しそうなのでファ
シリ重要。180 分 or15 分の 2 択ではなく、60 分、45 分などもあれば実施しやすい。映像を
MP4 ファイルでいただけると助かります。 

講師予定 
今後、講師をやっていく上で、いかに講師全員がガイドラインを本当に理解するかが肝と思いま
した。 

講師予定 本⽇の研修が講師⽬線での研修でしたので、⼤変勉強になりました。ありがとうございました。
講師予定 意思決定⽀援の研修ができる講師の養成が⼤事だと思った。 
講師予定 フォローアップ研修をしてほしいです。 
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認知症の⼈の意思決定⽀援ガイドライン研修講習会 アンケート 

出席者 ご⽒名    （                     ）  ⾃治体名（                   ） 
1  ⾃治体職員 ➡ 所属（                               ） 
2  講師予定者 ➡ 所属（                               ） 職種（               ） 

講習会 
について 

 そう 
思う ◀◀ どちら  

でもない  ▶▶ 思わ 
ない 

⑴講習会の内容は分かり易いものでしたか（全体） 5 4 3 2 1 
   -1  ガイドライン概要と研修実施（⼩川先⽣） 5 4 3 2 1 
   -2  講義のポイント（稲葉先⽣） 5 4 3 2 1 
   -3  グループワーク➀⽇常⽣活（⼩川先⽣） 5 4 3 2 1 
   -4  グループワーク②社会⽣活（⽔島先⽣） 5 4 3 2 1 
⑵講習会の内容を研修の企画や講義に活⽤できそうですか（全体） 5 4 3 2 1 
   -2  講義のポイント（稲葉先⽣） 5 4 3 2 1 
   -3  グループワーク➀⽇常⽣活（⼩川先⽣） 5 4 3 2 1 
   -4  グループワーク②社会⽣活（⽔島先⽣） 5 4 3 2 1 

講習会を 
受講して 
 

（研修実施 
に向けて） 

 できた 
⾏えそう ◀◀ どちら  

でもない  ▶▶ できない 
⾏えない 

⑴ガイドラインの概要は理解できましたか 5 4 3 2 1 
▶ 回答（5 段階評価）の理由・ポイントを簡単にご記⼊下さい。 

 

⑵ガイドライン研修の概要は理解できましたか 5 4 3 2 1 
▶ 回答（5 段階評価）の理由・ポイントを簡単にご記⼊下さい。 

 

⑶独⽴実施型と組み込み型の違いは理解できましたか 5 4 3 2 1 
▶ 回答（5 段階評価）の理由・ポイントを簡単にご記⼊下さい。 

 

⑷教材の構成や内容は理解できましたか 5 4 3 2 1 
▶ 回答（5 段階評価）の理由・ポイントを簡単にご記⼊下さい。 

 

⑸独⽴実施型の企画・講義は⾏えそうですか 5 4 3 2 1 

▶ 企画や講義において課題になるもの何ですか（あてはまるもの全てに✔を⼊れてください） 
 □ 受講対象者の設定    □ 講師の選定・確保     □ 予算の確保    □ 関係機関の調整 
 □ ⾃治体部署間の調整や連携      □ 他の各研修との関係     
 □ その他 

 
⑹組み込み型の企画・実施依頼は⾏えそうですか 5 4 3 2 1 

▶ 企画や実施依頼において課題になるもの何ですか（あてはまるもの全てに✔を⼊れてください） 
 □ 組み込み先研修の選定     □ 依頼先への内容説明     □ ⾃治体部署間の調整や連携   
 □ 独⽴実施型研修の準備との関係       □ 組み込み型研修教材の使い⽅ 
 □ その他 

 

2019.10.24

（裏⾯に続きます）
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その他 ⑴現在、意思決定⽀援ガイドラインを活⽤していますか。 

      1  活⽤している        2  準備中・検討中        3  活⽤していない 

  ➡ 「1」または「2」の場合、具体的にどのように活⽤（その準備・検討）をしていますか。 

        例：関係機関に配布・情報提供等をして、周知を図っている（依頼している）。 
            ⾃治体主催のセミナーや勉強会において、情報提供している。 
            関係部署と調整して、周知先や周知⽅法等を検討中。 

 
 
 
 
 

⑵意思決定⽀援ガイドラインについて ご意⾒がありましたら⾃由に記⼊して下さい。 
 
 
 
 

⑶研修の準備・実施等についてご意⾒・ご希望等がありましたら⾃由に記⼊して下さい。 

   独⽴実施型の研修について                                                      
例：講師予定者を対象とした講師養成研修を実施して欲しい など 

 

 

   組み込み型の研修について                                                       
例：関係機関に説明・依頼する際の補助ツールが必要、組み込み先研修⽤の補強スライドが必要 など 

 

 

   研修全般                                                                     

 

 
 
  

講習会ご参加・アンケートへのご協⼒をありがとうございました。
アンケートは、そのまま机上に置いて下さい。 

（ 続き ） 
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2. 研修の構成と研修実施について 

 

研修講習会においては、「ガイドライン概要と研修実施について（⼩川委員⻑担当）」のパートにお

いて、ガイドライン研修の実施運営にかかる説明を⾏った。 

ガイドライン研修教材は、認知症の⼈の⽇常⽣活・社会⽣活における意思決定⽀援ガイドラインに

ついて、講義・演習 180 分で構成される「独⽴実施型」の教材、医療職・介護職等を対象とする認知

症関係の研修の⼀部としてガイドラインの概要を短編で紹介する「組み込み型」教材の 2 種類がある。 

教材（研修テキストの他、講義スライド、演習⽤動画）は、昨年度事業（実施主体：中京⼤学）

の成果物として都道府県・指定都市に既に配布されているが、研修講習会では、それらを⽤いてどの

ように研修を企画⽴案か、必要な準備はどのようなものがあるか、等の補⾜説明を⾏った。 

以下では、講習会の内容をベースに、ポイントを整理して⽰す。 

    ※詳細は 講習会資料および講習会記録映像の当該部分を参照      

 

▶研修の構成、「形態」、「⽬標」、「所要時間」、

「使⽤する教材」などの説明 
 
 
 
 
 
 
▶研修教材は、どのような構成となっているか

（主な内容とファイル形式）の説明 
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【独⽴実施型】 
▶講義と演習 2 編の 180 分で構成される独⽴実

施型研修の「ねらい」と「到達⽬標」の説明 

 

 

 

 

 

▶ガイドライン研修が想定する受講対象は、特定
の職種や領域はないが、地域の実情に応じて
計画的に受講対象を設定する必要がある。 

▶講義＋演習で構成される研修であり、グループ
ワークの効果やファシリテーターの確保の観点から、
研修規模はおおよそ 20〜50 ⼈の幅で設定す
ることが望ましい。 

 
▶講義担当の講師は、受講対象の職種に応じて、

医師や権利擁護に詳しい弁護⼠等が想定さ
れる。 

▶グループワークのファシリテーターは、受講者グルー
プ 1〜3 つに 1 名配置を⽬安に依頼する。受講
予定者のキャリアや⽀援経験に応じて、⼈数の
調整も必要。 

 
▶研修の評価は、累計の受講者数の把握の他、

研修当⽇は受講者の満⾜度、受講前後での
知識や⾃⾝の変化をみる。 

  また、可能であれば、⼀定期間後の実践の変
化（フォローアップの研修やアンケート等）をみ
ることも有益である。 
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【組み込み型】 
▶認知症の⼈のインタビューやガイドラインのダイジ

ェスト説明で構成される約 15 分の組み込み型
研修の「⽬的」と「注意」を改めて説明。 

 
 
 
 
▶組み込み型が想定する組込先の研修は医療

職向け、介護職向けの認知症関係研修とな
る。 

  組込先研修の実施運営主体とは、組み込み
型研修の「⽬的」と「注意」を踏まえて、以降の
スライド等を⽤いて、⼗分な説明と調整を⾏うこ
とが望ましい。 

 
 
▶ガイドライン研修が展開されている背景や、教

材構成（依頼する「組み込み型」と独⽴実施
型の関係など）、ガイドライン研修全体がどのよ
うなものか、などの説明⽤として。 

 
 
 
 
▶組込先の研修では、約 15 分の DVD 視聴後に

受講者への補⾜説明が必要になること、その際
に説明⽤として。 

▶ガイドラインの紹介という位置付けの組み込み
型研修の場合、地域において「独⽴実施型」
研修が企画・予定されていることが望ましい。 
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3. 研修講習会資料   

 

次ページ以降に、研修講習会資料を掲載する（⼀部省略）。 

講習会資料は、当⽇の講義スライドの他、「認知症の⼈の⽇常⽣活・社会⽣活における意思決定

⽀援ガイドライン」本編、「ガイドライン研修テキスト（スライド解説付き）」が編集されている。 

 

報告書に収載した部分は以下の通りとなっている。 

p.28〜      趣旨説明等 
              （ガイドラインやガイドライン研修の基礎となる施策背景等について） 

p.29〜38    ガイドライン概要と研修実施について 
              （ガイドラインの背景や構成、他のガイドラインとの関係等の概要と、 
               独⽴実施型・組み込み型研修の内容⾯・実施⾯についての補⾜説明） 

p.39〜42    模擬講義（意思決定⽀援ガイドライン研修講義のポイント） 
              （ガイドライン研修の「講義」パートについての模擬講義） 

p.43〜52    ガイドライン研修テキスト（抜粋） 
              （ガイドライン研修教材として昨年度提供された講義スライドについて、「PPT  
               ファイルの“ノート部分”」に記載されているスライド解説を表⽰印刷したもの） 
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hamDT
タイプライターテキスト
〔模擬講義（意思決定支援ガイドライン研修講義のポイント）〕

hamDT
タイプライターテキスト
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hamDT
タイプライターテキスト
〔資料：ガイドライン研修テキスト（抜粋）〕
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 Ⅲ ガイドライン 「読み方・活かし方」 小冊子作成                                           

 

1. 小冊子作成の経緯と概要 

 

1.1  ⼩冊⼦作成の経緯 

「認知症の⼈の⽇常⽣活・社会⽣活における意思決定⽀援ガイドライン」の普及・定着に向けては、

ガイドライン研修の着実な実施が必要との認識のもと、本年度事業は、①研修プログラムの補強と➁

研修実施の⽀援の 2 つの柱で構成した。前章のⅡ研修講習会は、➁研修実施の⽀援にかかる項⽬

であり、もうひとつの柱①研修プログラムの補強として、ガイドライン本編にも記載されている「記録の作

成や取扱い等に関する⼿引きの検討・作成」を企画した。 

もっとも、10 ⽉下旬に実施した研修講習会での、申込時アンケートおよび講習会参加者アンケート

では、「ガイドラインの基本的な考え⽅が理解できた」、「医療や障害等の他のガイドライン、ACP との違

いが整理できた」等の意⾒があった。作業会での検討を経て、⼿引きは、“記録の作成・取扱”のみにフ

ォーカスするのではなく、ガイドラインの構造・構成や他のガイドライン等との関係など、読み⼿の全体理

解に資する情報提供のツールとし、それによって、ガイドラインの考え⽅を意思決定⽀援の現場で活かし

てもらう、との⽅向に軌道修正を図った。 

 

1.2  「読み⽅・活かし⽅」の概要（⽬次構成） 

①前半は「読み⽅」として、ガイドライン本編の

⾏間を埋める情報が整理されている。 

 ・ガイドラインが、「規範」（原則となるルール

を記載）と「ヒント」（具体的な⽀援プロセ

ス）で構成されていることの説明。 

 ・医療分野、障害分野で⽰されたガイドライ

ンとの関係・違いについて説明。 

 ・ガイドラインの中核である「意思決定⽀援

のプロセス」についての詳細な説明。 

 ・記録の役割（⽬的や取り⽅・活かし⽅）

についての説明。 

➁後半は、「活かし⽅」として、ガイドライン本

編に収載されている事例に、“ガイドラインが

どのように活かされているか”の観点から解

説を整理している。 
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２. ガイドライン 「読み方・活かし方」 （ヨミカツ） 

次ページ以降に、⼩冊⼦「読み⽅・活かし⽅」（ヨミカツ）の原稿を掲載する。 

⼩冊⼦は、主に、独⽴実施型のガイドライン研修の修了者を対象に、研修の振り返りや実践にあたっ

てのフォローアップ⽤の補⾜資料として頂くことを想定している。その他、ガイドライン本編の内容を補強する

ものとして、研修の企画⽴案を⾏う⾃治体担当者や講師・関係者の準備・検討にも資するものとなって

いる。（本年度事業の成果物として、都道府県・指定都市に各 50 部を配布） 

「読み⽅・活かし⽅」の原稿は、実施主体ホームページに掲載しており、ダウンロード・印刷の上、広く閲

覧・利⽤できるようにした。また、現物は A5 版の⼩冊⼦であるため、通常版 PDF ファイルは 2 ページ分を

A4 版に配置したものであるが、原稿 1 ページ分を A4 版にした拡⼤版 PDF も併せて掲載している。 

 

以下、関連資料をダウンロードできる URL の⼀覧を⽰す。 

◆◆ 読み⽅・活かし⽅（通常版、拡⼤版） 

http://ham-ken.com/wp/?page_id=1340 

 

 

 
        

 

 

 

◆◆ 認知症の⼈の⽇常⽣活・社会⽣活における意思決定⽀援のガイドライン 

https://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-12300000-Roukenkyoku/0000212396.pdf 

◆◆ ガイドライン研修教材テキスト（中京⼤学ホームページ） 

https://www.chukyo-u.ac.jp/research_2/news/008c9846c1c2d7896fc92e3978c0fbb9.pdf 

◆◆ ガイドライン研修 動画教材（閲覧のみ）（厚⽣労働省ホームページ） 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000212395.html 
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

３
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ガ
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指
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構
成

　
　
②
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の
ガ
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ド
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イ
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と
の
関
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⑵
意
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決
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支
援
の
プ
ロ
セ
ス
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６

　
　
①
基
本
的
な
支
援
の
流
れ

　
　
　
▶▶

  支
援
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

　
　
　
▶▶

  意
思
決
定
支
援
の
３
要
素
に
つ
い
て

　
　
②
チ
ー
ム
に
よ
る
支
援

　
⑶
支
援
記
録
の
役
割
と
は
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
10

２
　
支
援
経
過
を
通
じ
た
意
思
決
定
支
援
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
活
か
し
方
　
 
…
…
…
12

　
⑴
事
例
❶
　
日
常
生
活
の
中
で
本
人
の
意
思
決
定
を
尊
重
す
る
事
例

　
⑵
事
例
❷
　
社
会
生
活
に
関
わ
る
意
思
決
定
を
チ
ー
ム
で
支
援
す
る
事
例

は
じ
め
に

　
認
知
症
の
本
人
が
で
き
る
限
り
自
分
で
自
分
の
こ
と
を
決
め
る
こ
と
の
重
要
性
、
そ
の

支
援
を
す
る
際
の
基
本
原
則
の
提
示
の
必
要
性
等
を
背
景
に
、
認
知
症
の
人
の
日
常

生
活
・
社
会
生
活
に
お
け
る
意
思
決
定
支
援
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
公
表
さ
れ
（
平
成
30

年
6月

）
、
そ
し
て
、
そ
の
周
知
・
普
及
の
た
め
の
同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
か
か
る
研
修
教
材

が
平
成
30

年
度
老
人
保
健
健
康
増
進
等
事
業
（
実
施
主
体
：
中
京
大
学
）
に
お
い
て

作
成
・
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
年
度
の
老
人
保
健
健
康
増
進
等
事
業
で
は
、
全
国
の
自
治
体
関
係
者
の
方
を
対
象

と
し
て
同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
お
よ
び
研
修
教
材
に
関
す
る
説
明
会
を
行
い
ま
し
た
。
そ
こ

で
は
、
意
思
決
定
支
援
の
現
場
で
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
周
知
・
理
解
が
ま
だ
ま
だ
進
ん

で
い
な
い
こ
と
や
多
く
の
自
治
体
で
研
修
実
施
が
検
討
段
階
に
あ
る
こ
と
も
分
か
り
ま

し
た
。
ま
た
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
指
し
示
す
方
向
や
範
囲
、
医
療
や
障
害
分
野
の
意
思

決
定
支
援
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
と
の
関
係
性
な
ど
、
補
足
説
明
が
必
要
と
の
ご
意
見
も

あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
小
冊
子
「
読
み
方
・
活
か
し
方
」
は
、
上
記
の
状
況
を
踏
ま
え
て
、
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
研
修
を
受
け
た
医
療
・
介
護
等
の
専
門
職
の
方
々
が
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
内
容
を
よ

り
理
解
し
、
実
践
に
結
び
つ
け
る
ヒ
ン
ト
に
な
る
よ
う
、
ま
た
、
研
修
を
企
画
立
案
さ

れ
る
際
の
補
助
資
料
と
し
て
も
利
用
で
き
る
よ
う
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
本
編
と
と
も
に
参

照
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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記
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U
RL
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Q
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ま
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の
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ン
本

編
、
研
修
教
材
テ
キ
ス
ト
と
と
も
に
、
広
く
皆
様
に
ご
一
読
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

▶
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知
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決
定
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意 思 決 定 支 援

ガ イ ド ラ イ ン と は 意 思 決 定 支 援 の プ ロ セ ス 事 例 ❶
　
日 常 生 活支 援 記 録 の 役 割 と は 事 例 ❷

　
社 会 生 活

１
 認
知
症
の
人
の
日
常
生
活
・
社
会
生
活
に
お
け
る

意
思
決
定
支
援
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
読
み
方

⑴
意
思
決
定
支
援
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
は

①
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
目
指
す
と
こ
ろ
、
構
成

特
　
　
　
　
徴
 　

こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
意
思
決
定
支
援
の
基
本
に
つ
い
て
わ
が
国
で
初
め

て
記
載
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
す
。
他
の
意
思
決
定
支
援
に
関
連
し
た
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
参
照
す
る
際
の
基
本
に
位
置
づ
け
ら
れ
ま
す
。

目
指
す
と
こ
ろ
 　

こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
認
知
症
や
認
知
機
能
の
低
下
が
疑
わ
れ
る
人
に
対

し
て
、
日
常
生
活
や
社
会
生
活
に
お
け
る
意
思
決
定
支
援
を
す
る
際
の
、
基

本
的
な
考
え
方
や
そ
の
方
法
、
配
慮
す
る
事
項
を
ま
と
め
、
認
知
症
の
人
の

意
思
決
定
を
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
支
援
を
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

構
　
　
　
　
成
 　

こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
大
き
く
３
つ
の
パ
ー
ト
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
　
　
　
　
徴

目
指
す
と
こ
ろ

構
　
　
　
　
成

②
他
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
の
関
係

　
わ
が
国
で
は
、
意
思
決
定
支
援
に
関
連
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
い
く
つ
か
公
開
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
な
か
で
、
こ
の
「
認
知
症
の
人
の
意
思
決
定
支
援
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
が
他
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
ち
ら
は
、
わ
が
国
で
公
開
さ
れ
て
い
る

意
思
決
定
支
援
に
関
連
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
関
係
を
図
で
示
し
た
も
の
で
す
。

　
こ

の
図

で
は

、
横

軸
に

「
本
人
が
決
め
る
こ
と
が
で

き
る
か
ど
う
か
（
自
己
決
定

か
ら
代
理
・
代
行
）
」
と
縦

軸
に
「
日
常
生
活
か
ら
非
日

常
の
決
め
ご
と
」
を
並
べ
て

い
ま
す
。

　
認
知
症
の
人
の
意
思
決
定

支
援
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、毎

日

の
生
活
（
日
常
生
活
）
か
ら

本
人
の
生
活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
な
住
ま
い
の
場
の
問
題
、
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
の
選
定
、

財
産
の
問
題
な
ど
の
社
会
生
活
に
関
わ
る
よ
う
な
場
面
で
、
本
人
の
意
思
を
い
か
に
す
れ
ば
最
大

限
尊
重
し
、
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
か
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

…
 ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
活
用
場
面
は
 …

❶
 こ

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
参
照
す
る
こ
と
に
よ
り
、
支
援
者
が
意
思
決
定
支
援
の

基
本
を
知
り
、
適
切
な
支
援
を
実
践
す
る
う
え
で
活
用
で
き
ま
す

❷
 多

職
種
で
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
確
認
す
る
こ
と
を
通
し
て

・
 多

職
種
で
支
援
を
実
践
す
る

・
 マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
体
制
を
構
築
す
る

・
 支

援
の
記
録
を
残
し
、
プ
ロ
セ
ス
を
振
り
返
る
こ
と
で
適
切
な

 
支
援
に
つ
な
げ
る
こ
と

に
活
用
で
き
ま
す

Ⅰ
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こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
以
下
の
点
を
重
視
し
て
い
ま
す
。

本
人
の
意
思
を
尊
重

▶▶
 意

思
決
定
支
援
は
、
本
人
の
意
思
・
意
向
の
尊
重
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

 
支
援
者
が
支
援
す
べ
き
と
判
断
し
た
場
合
だ
け
行
う
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▶▶
 本

人
が
決
め
る
う
え
で
必
要
な
情
報
を
、
本
人
の
有
す
る
認
知
能
力
に
応
じ
て
、
理
解
で

き
る
よ
う
に
説
明
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

本
人
の
意
思
決
定
能
力
へ
の
配
慮

▶▶
 本

人
が
決
め
ら
れ
る
（
意
思
決
定
能
力
が
あ
る
）
こ
と
を
前
提
に
支
援
し
ま
す
。

▶▶
 意

思
決
定
能
力
は
、
支
援
者
の
支
援
の
仕
方
に
よ
っ
て
も
変
化
し
ま
す
。

 
適
切
な
支
援
を
検
討
・
選
択
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

チ
ー
ム
に
よ
る
早
期
か
ら
の
継
続
的
支
援

▶▶
 早

期
の
段
階
か
ら
の
話
し
合
い
や
意
思
の
確
認
の
繰
り
返
し
が
重
要
で
す
。

▶▶
 日

常
的
に
見
守
り
、
本
人
の
意
思
や
状
況
を
継
続
的
に
把
握
す
る
、
複
数
人
が
情
報
を
共

有
し
、
協
力
し
て
意
思
決
定
を
支
援
す
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

≫
　
　
注
　
意
　
点
　
　
≪

　
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
本
人
が
決
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
（
意
思
決
定
能
力
に
欠
け
る
）

場
合
の
、
周
囲
の
者
が
「
本
人
に
よ
か
れ
」
と
思
っ
て
代
わ
り
に
決
め
る
（
代
理
・
代
行
）
場
合

の
ル
ー
ル
は
示
し
て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
本
人
の
意
思
決
定
を
支

援
す
る
プ
ロ
セ
ス
と
、
周
囲
の
者
が
代
わ
り
に
決
め
る
プ
ロ
セ
ス
は
、
全
く
異
な
る
と
い
う
考
え

方
に
則
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
、
意
思
決
定
支
援
を
尽
く
し
て
も
な
お
決
め
る

こ
と
が
で
き
な
い
場
合
な
ど
に
つ
い
て
は
、
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
限
界
で
あ
り
、
他
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
（
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
提
供
に
係
る
意
思
決
定
支
援
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
身
寄
り
の
な

い
人
の
入
院
及
び
医
療
に
係
る
意
思
決
定
が
困
難
な
人
へ
の
支
援
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
を

ご
参
照
く
だ
さ
い
。

⑵
 意
思
決
定
支
援
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
  

①
基
本
的
な
支
援
の
流
れ

　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
意
思

決
定
を
プ
ロ
セ
ス
で
支
援
す
る

こ
と
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
時
に
は
、
右
の
図
が
参

考
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
項
目
の
具
体
的
な
内
容
を

チ
ェ
ッ
ク
形
式
で
説
明
し
て
い

き
ま
す
。

支
援
の
環
境
整
備
と
は

1つ
は
、
支
援
者
の
態
度
で
す

　
本
人
の
意
思
を
尊
重
す
る
態
度
で
接
し
て
い
ま
す
か
。

　
本
人
が
安
心
で
き
る
よ
う
な
態
度
で
接
し
て
い
ま
す
か
。

　
本
人
の
こ
れ
ま
で
の
生
活
史
を
家
族
関
係
も
含
め
て
理
解
し
て
い
ま
す
か
。

　
丁
寧
に
本
人
の
意
思
を
、
そ
の
都
度
確
認
し
て
い
ま
す
か
。

2つ
は
、
信
頼
関
係
と
関
係
性
で
す

　
本
人
と
の
信
頼
関
係
に
配
慮
し
て
い
ま
す
か
。

　
本
人
は
、
立
ち
会
う
人
と
の
関
係
性
か
ら
、
自
ら
の
意
思
を
十
分
に
表
明
で
き
て
い
ま

す
か
。

3
つ
は
、
意
思
決
定
の
環
境
で
す

　
本
人
は
、
初
め
て
の
場
所
や
慣
れ
な
い
場
所
で
、
緊
張
・
混
乱
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

　
本
人
を
大
勢
で
囲
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。

　
集
中
で
き
る
時
間
帯
を
選
ん
だ
り
、
疲
れ
て
い
る
時
を
避
け
て
い
ま
す
か
。

　
支
援
者
は
、
支
援
の
プ
ロ
セ
ス
を
記
録
し
、
振
り
返
っ
て
い
ま
す
か
。

支
援
の
環
境
整
備
と
は
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意
思
決
定
支
援
の
３
要
素
に
つ
い
て

　
次
に
、
適
切
な
意
思
決
定
の
プ
ロ
セ
ス
の
確
保
、
つ
ま
り
、
意
思
決
定
支
援
の
本
体
部
分
で

す
。
こ
れ
は
、
大
き
く
３
要
素
に
分
か
れ
ま
す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ポ
イ
ン
ト
を
確
認
し
て
い
き

ま
す
。

意
思
決
定
支
援
の
３
要
素
に
つ
い
て

ま
ず
は
、
本
人
が
意
思
を
形
成
す
る
こ
と
の
支
援
（
意
思
形
成
支
援
）
で
す

  
本
人
が
意
思
を
形
成
す
る
の
に
必
要
な
情
報
が
説
明

さ
れ
て
い
ま
す
か
。

  
本
人
が
理
解
で
き
る
よ
う
、
分
か
り
や
す
い
言
葉
や

文
字
に
し
て
、
ゆ
っ
く
り
と
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

  
本
人
が
理
解
し
て
い
る
事
実
に
誤
り
が
な
い
で
す
か
。

  
説
明
し
た
内
容
を
忘
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
の

で
、
都
度
、
丁
寧
に
説
明
し
て
い
ま
す
か
。

  
本
人
が
何
を
望
む
か
を
、
オ
ー
プ
ン
な
形
で
尋
ね
て

い
ま
す
か
。

  
選
択
肢
を
示
す
と
き
、
可
能
な
限
り
複
数
の
選
択
肢

を
示
し
、
比
較
の
ポ
イ
ン
ト
や
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
が
何

か
を
わ
か
り
や
す
く
示
し
て
い
ま
す
か
。

  
言
葉
だ
け
で
は
な
く
、
文
字
に
し
て
確
認
で
き
る
よ

う
に
し
た
り
、
図
や
表
を
使
っ
て
説
明
し
て
い
ま
す
か
。

  
本
人
が
理
解
し
て
い
る
と
い
う
反
応
で
も
、
実
際
は

理
解
で
き
て
い
な
い
場
合
が
あ
る
の
で
、
本
人
の
様
子

を
見
な
が
ら
確
認
し
て
い
ま
す
か
。

  
本
人
の
表
明
し
た
意
思
は
、
時
間
の
経
過
や
本
人
が
置
か
れ
た
状
況
等
に
よ
っ
て
変
わ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
最
初
に
示
さ
れ
た
意
思
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
そ
の
意
思
を
確
認
し
て
い
ま
す
か
。

  
重
要
な
意
思
決
定
の
際
に
は
、
表
明
さ
れ
た
意
思
を
、
時
間
を
お
い
て
確
認
し
て
い
ま
す
か
。

ま
た
、
複
数
の
意
思
決
定
支
援
者
で
確
認
し
て
い
ま
す
か
。

  
本
人
の
表
明
し
た
意
思
が
、
本
人
の
生
活
歴
や
価
値
観
等
か
ら
見
て
整
合
性
が
と
れ
な
い

場
合
や
、
表
明
し
た
意
思
に
迷
い
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
場
合
等
は
、
本
人
の
意
思
を
形
成
す
る

プ
ロ
セ
ス
を
振
り
返
り
、
改
め
て
、
本
人
の
意
思
を
確
認

し
て
い
ま
す
か
。

次
に
、
本
人
が
意
思
を
表
明
す
る
こ
と
の
支
援
（
意
思
表
明
支
援
）
で
す

  
本
人
と
時
間
を
か
け
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
い
ま
す
か
。
決
断
を
迫
る
あ
ま

り
、
本
人
を
焦
ら
せ
て
い
ま
せ
ん
か
。

そ
し
て
、
本
人
が
意
思
を
実
現
す
る
た
め
の
支
援

（
意
思
実
現
支
援
）
で
す

  
適
切
に
形
成
さ
れ
、
表
明
さ
れ
た
本
人
の
意
思
を
、

本
人
の
能
力
を
最
大
限
活
用
し
た
上
で
、
日
常
生
活
・

社
会
生
活
に
反
映
さ
せ
て
い
ま
す
か
。
（
意
思
決
定
支

援
チ
ー
ム
が
、
多
職
種
で
協
働
し
て
、
利
用
可
能
な

社
会
資
源
等
を
用
い
て
、
反
映
さ
せ
て
い
ま
す
か
。
）

  
本
人
の
意
思
が
合
理
的
で
な
い
と
き
で
も
そ
の
意

思
の
実
現
を
支
援
す
べ
き
こ
と
を
理
解
し
て
い
ま
す

か
。
（

 同
時
に
、
本
人
の
意
思
を
実
現
す
る
こ
と

が
、
他
者
を
害
す
る
場
合
や
本
人
に
と
っ
て
見
過
ご

す
こ
と
が
で
き
な
い
重
大
な
影
響
が
あ
る
場
合
は
、

そ
の
限
り
で
な
い
こ
と
を
理
解
し
て
い
ま
す
か
。
）

  
本
人
が
実
際
の
経
験
を
す
る
（
例
え
ば
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
体
験
利
用
）
と
、
本
人
の
意
思
が

変
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
本
人
に
と
っ
て
無
理
の
な
い
経
験
を
提
案
す
る
こ
と
も
有
効
な
場
合

が
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
ま
す
か
。
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②
 チ
ー
ム
に
よ
る
意
思
決
定
支
援

　
本
人
と
支
援
者
が
１
対
１
で

意
思
決
定
支
援
を
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
を
チ
ー
ム

で
行
う
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
そ
の
時
に
は
、
右
の

図
が
参
考
に
な
り
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
項
目
の
具
体
的
な
内
容

を
チ
ェ
ッ
ク
形
式
で
説
明
し
て

い
き
ま
す
。

意
思
決
定
支
援
チ
ー
ム
と
会
議
（
話
し
合
い
）

　
本
人
の
意
思
決
定
能
力
の
判
定
や
、
支
援
方
法
に
困
難
や
疑
問
を
感
じ
、
ま
た
、
本
人
の
意

思
を
実
現
し
た
場
合
に
、
他
者
を
害
す
る
恐
れ
が
あ
っ
た
り
、
本
人
に
と
っ
て
見
過
ご
す
こ
と

の
で
き
な
い
重
大
な
影
響
が
生
ず
る
場
合
に
は
、
チ
ー
ム
で
情
報
を
共
有
し
、
共
同
し
て
考
え

て
い
ま
す
か
。

　
意
思
決
定
支
援
会
議
で
は
、
参
考
と
な
る
情
報
や
記
録
が
十
分
に
収
集
さ
れ
て
い
る
か
、
本

人
の
意
思
決
定
能
力
が
踏
ま
え
ら
れ
て
い
る
か
、
参
加
者
の
構
成
は
適
切
か
な
ど
、
意
思
決
定

支
援
の
プ
ロ
セ
ス
を
確
認
し
て
い
ま
す
か
。

　
意
思
決
定
支
援
会
議
へ
の
本
人
の
参
加
を
検
討
し
て
い
ま
す
か
。

　
意
思
決
定
支
援
会
議
の
開
催
は
、
意
思
決
定
支
援
チ
ー
ム
の
だ
れ
か
ら
も
提
案
で
き
る
よ
う

に
し
、
会
議
で
は
、
情
報
を
共
有
し
た
上
で
、
多
職
種
の
そ
れ
ぞ
れ
の
見
方
を
尊
重
し
、
根
拠

を
明
確
に
し
な
が
ら
運
営
し
て
い
ま
す
か
。

　
話
し
合
っ
た
内
容
は
、
そ
の
都
度
文
書
と
し
て
残
し
共
有
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
を
踏
ま
え
た
支
援
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
過
程
や
結
果
を
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
・
記
録
し
、
評
価
を
適
切
に
行
っ
て
い
ま
す
か
。

⑶
 支
援
記
録
の
役
割
と
は

　
皆
さ
ん
は
日
々
、
本
人
の
支
援
に
関
す
る
記
録
を
す
で
に
取
っ
て
お
ら
れ
る
は
ず
で
す
。
普
段

取
っ
て
い
る
記
録
と
意
思
決
定
支
援
に
お
け
る
「
記
録
」
が
少
し
異
な
る
と
い
う
こ
と
は
意
識
し

て
お
い
た
方
が
良
い
で
し
ょ
う
。

　
意
思
決
定
支
援
は
、
本
人
の
意
思
決
定
の
プ
ロ
セ
ス
を
支
援
す
る
た
め
の
活
動
で
す
。
当
然
で

す
が
、
本
人
の
意
思
は
、
必
ず
し
も
一
貫
し
た
も
の
で
は
な
く
揺
れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
り
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
意
思
決
定
の
結
果
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
過
程
（
プ
ロ
セ
ス
）
に
着
目
し
た

記
録
を
意
識
的
に
収
集
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
人
の
「
意
思
」
は
、
特
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
支
障
が
見
ら
れ
る
場
合
に
は
、

支
援
者
に
よ
っ
て
見
え
方
が
異
な
る
、
つ
ま
り
評
価
が
分
か
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
一
面
的
な

評
価
に
な
ら
な
い
よ
う
、
本
人
が
ど
の
よ
う
な
意
思
を
持
っ
て
い
る
の
か
、
本
人
に
関
す
る
記
録

を
共
有
し
、
相
互
評
価
し
、
必
要
に
応
じ
て
情
報
を
更
新
す
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

　
い
つ
「
記
録
」
を
取
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
意
思
決
定
が
ま
さ
に
行
わ
れ
る
と
き
で
し
ょ

う
か
。
先
ほ
ど
記
し
た
と
お
り
、
意
思
決
定
支
援
は
本
人
の
意
思
決
定
の
過
程
（
プ
ロ
セ
ス
）
に

着
目
す
る
も
の
で
す
か
ら
、
本
人
の
意
思
が
明
確
に
な
る
前
の
段
階
か
ら
、
そ
れ
こ
そ
普
段
の

日
常
生
活
に
お
け
る
場
面
か
ら
、
本
人
の
意
思
決
定
に
着
目
し
た
記
録
を
収
集
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
特
に
本
人
に
と
っ
て
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
う
る
社
会
生
活
に
お
け
る
意
思
決
定
の
場

面
で
は
、
関
わ
っ
た
「
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
」
や
本
人
を
取
り
巻
く
「
環
境
」
や
具
体
的
な
「
支
援

内
容
」
な
ど
、
意
思
決
定
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
も
適
切
に
記
録
し
て
お
く
こ
と
が
望
ま
れ

ま
す
。

Po
in

t 1
な
ぜ
「
記
録
」
を
取
る
必
要
が
あ
る
の
？

   
  －

チ
ー
ム
で
行
う
本
人
情
報
の
収
集
・
共
有
・
評
価
・
更
新
－

Po
in

t 2
「
記
録
」
を
取
る
タ
イ
ミ
ン
グ
は
？

   
  －

日
常
生
活
の
支
援
場
面
に
お
け
る
些
細
な
変
化
を
見
逃
さ
ず
に
－
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例
え
ば
、
本
人
が
退
院
後
に
ど
こ
に
住
む
か
と
い
う
意
思
決
定
が
テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
る
と
き

に
、
自
宅
、
施
設
等
の
選
択
肢
の
ど
れ
を
本
人
が
選
ん
だ
か
を
記
録
す
る
、
と
い
う
こ
と
は
重

要
で
す
が
、
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
推
奨
す
る
「
記
録
」
は
こ
れ
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
日
々
、
本
人
の
生
活
上
の
意
向
や
選
好
（
好
き
嫌
い
、
優
先
順
位
等
）
、
価
値
観
が
表
れ
る

よ
う
な
本
人
の
言
動
を
記
録
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
本
人
の
選
好
や
価
値
観
に
基
づ
く

選
択
肢
が
提
案
・
検
討
さ
れ
て
い
た
か
は
、
本
人
の
意
思
形
成
や
表
明
に
対
す
る
支
援
が
適
切
に

な
さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
（
あ
る
い
は
「
不
当
な
影
響
」
が
生
じ
て
い
な
か
っ
た
か
）
の
重
要
な

指
標
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
す
。

　
記
録
の
方
法
は
文
字
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
絵
・
写
真
・
録
音
・
動
画
な
ど
も
活
用
で

き
ま
す
が
、
特
に
文
字
記
録
の
と
き
に
は
事
実
と
評
価
を
分
け
て
書
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

事
実
と
は
、
観
察
者
が
見
た
ま
ま
・
聞
い
た
ま
ま
を
記
載
し
た
客
観
的
な
デ
ー
タ
で
あ
り
、
評
価

と
は
、
そ
の
事
実
を
見
て
観
察
者
が
一
定
の
解
釈
を
し
た
内
容
を
い
い
ま
す
。

　
記
録
に
つ
い
て
、
本
人
が
意
思
決
定
し
よ
う
と
し
て
い
る
テ
ー
マ
に
合
わ
せ
て
整
理
し
て
い
く

こ
と
も
重
要
で
す
。
例
え
ば
、
選
択
肢
の
提
示
の
場
面
に
お
い
て
、
な
ぜ
数
あ
る
選
択
肢
か
ら

そ
の
選
択
肢
を
提
示
す
る
の
か
と
問
わ
れ
た
と
し
ま
し
ょ
う
。
こ
の
場
合
、
そ
の
選
択
肢
に
本
人

の
意
向
、
選
好
、
価
値
観
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
い
い
得
る
根
拠
を
、
過
去
に
収
集
さ
れ
た
本
人

の
生
活
状
況
、
他
者
と
の
関
係
性
、
意
思
表
示
の
内
容
・
方
法
（
表
情
・
感
情
の
表
出
・
行
動
な

ど
）
か
ら
抜
き
出
す
こ
と
を
試
み
ま
す
。

　
た
だ
し
、
記
録
に
は
、
一
見
す
る
と
矛
盾
し
て
い
た
り
、
古
す
ぎ
る
情
報
、
伝
聞
の
情
報
な
ど

も
混
在
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
情
報
の
確
か
さ
・
新
鮮
さ
・
詳
し
さ
等
の
観
点
か
ら
、

よ
り
信
頼
し
う
る
事
実
関
係
は
何
か
、
そ
の
事
実
か
ら
ど
の
よ
う
な
本
人
の
意
思
が
導
か
れ
る
と

評
価
で
き
る
か
、
複
数
人
の
視
点
で
吟
味
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

●
認
知
症
の
人
の
生
活
に
、
も
う
少
し
深
く
関
わ
っ
た
り
、
そ
の
人
の
価
値

観
に
関
わ
る
よ
う
な
選
択
を
す
る
場
合
に
は
、
す
ぐ
に
決
め
た
り
、
選
ぶ

こ
と
は
難
し
く
な
り
ま
す
。
「
ど
う
し
た
い
の
か
」
「
何
を
望
む
か
」

は
、
毎
日
の
生
活
の
中
で
、
小
さ
い
決
定
を
積
み
重
ね
て
い
く
中
で
作
ら

れ
て
い
く
も
の
だ
か
ら
で
す
。
意
思
決
定
支
援
と
は
、
介
護
・
医
療
従
事

者
等
が
そ
の
経
過
を
伴
走
し
な
が
ら
、
そ
の
人
の
大
事
に
し
て
い
る
こ
と

を
少
し
ず
つ
汲
み
取
る
作
業
に
な
り
ま
す
。

●
本
人
の
生
活
の
中
で
の
感
情
や
行
動
を
記
録
し
、
本
人
の
価
値
観
を
読
み

取
る
情
報
を
収
集
す
る
こ
と
は
、
意
思
決
定
が
必
要
と
な
っ
た
場
面
か
ら

慌
て
て
始
め
て
も
集
ま
ら
な
い
も
の
で
す
。
気
持
ち
の
動
き
や
ち
ょ
っ
と

し
た
発
言
・
行
動
な
ど
一
見
さ
さ
い
な
こ
と
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
今
後

の
意
思
の
確
認
に
備
え
て
記
録
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
本
人
の
価
値
観

は
、
そ
の
長
い
プ
ロ
セ
ス
の
中
に
表
れ
て
く
る
も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

２
 支
援
経
過
を
通
じ
た

意
思
決
定
支
援
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
活
か
し
方

●
意
思
決
定
支
援
と
は
、
本
人
が
判
断
す
る
上
で
必
要
な
情
報
や
選
択
肢
を

提
供
し
、
話
し
合
い
を
し
な
が
ら
、
本
人
が
意
思
を
形
成
す
る
こ
と
を
支

援
す
る
一
連
の
流
れ
に
な
り
ま
す
。
本
人
が
本
心
か
ら
何
を
望
む
か
、
何

を
選
択
す
る
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

事
例
を
通
じ
て
確
認
し
て
ほ
し
い
こ
と

Po
in

t 3
ど
の
よ
う
な
「
記
録
」
を
取
る
の
？

   
  －

本
人
の
意
思
や
選
好
等
を
収
集
し
、
事
実
と
評
価
を
書
き
分
け
る
こ
と
－

Po
in

t 4
「
記
録
」
を
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
の
？

   
  －

意
思
決
定
の
テ
ー
マ
に
合
わ
せ
て
記
録
を
整
理
し
、
複
数
人
で
吟
味
す
る
－

- 61 -



事 例 ❶
　
日 常 生 活 事 例 ❷

　
社 会 生 活意 思 決 定 支 援

ガ イ ド ラ イ ン と は 意 思 決 定 支 援 の プ ロ セ ス 支 援 記 録 の 役 割 と は

　
⑴
 日
常
生
活
の
中
で
本
人
の
意
思
決
定
を
尊
重
す
る
例

 ▶
▶
▶
施
設
入
所
中
の
日
常
生
活
支
援

１
　
事
例
の
基
本
情
報

・
本
　
人
　
80

代
　
女
性
　

・
所
　
在
　
施
設
入
所

・
支
援
者
　
ケ
ア
担
当
者

２
　
事
例
本
文
（
意
思
決
定
支
援
の
プ
ロ
セ
ス
）

　
本
人
は
、
老
人
ホ
ー
ム
に
入
所
を
し
て
い
る
。
老
人
ホ
ー
ム
で
は
、
入
所
者
を
対
象
に
毎
週
体

操
教
室
を
開
い
て
い
た
。
本
人
は
、
半
年
前
に
転
倒
し
て
足
を
骨
折
し
た
こ
と
か
ら
、
リ
ハ
ビ
リ

に
熱
心
に
取
り
組
み
、
体
操
教
室
に
も
欠
か
さ
ず
に
参
加
し
て
い
た
。

　
あ
る
時
、
入
所
者
を
対
象
に
し
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
そ
れ
は
施
設
外
に
出
か
け
る

も
の
だ
っ
た
。
ケ
ア
担
当
者
は
、
本
人
が
骨
折
で
し
ば
ら
く
外
に
出
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

外
出
の
機
会
を
作
っ
て
あ
げ
よ
う
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
参
加
さ
せ
よ
う
と
思
い
、
本
人
に
そ

の
旨
を
伝
え
た
。
し
か
し
、
本
人
は
そ
の
話
を
聞
き
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
日
程
を
確
認
す
る

と
、
急
に
落
ち
着
か
な
く
な
り
、
「
私
は
行
か
な
い
」
と
繰
り
返
し
た
。

　
ケ
ア
担
当
者
は
、
改
め
て
本
人
に
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
思
っ
て
い
る
の

か
を
開
か
れ
た
形
で
尋
ね
た
（
❶
）
。

１
　
事
例
の
基
本
情
報

２
　
事
例
本
文
（
意
思
決
定
支
援
の
プ
ロ
セ
ス
）

こ
の
事
例
は
、
日
常
生
活
に
お
け
る
意
思
決
定
支
援
の
一
場
面
で
す
。

●
本
人
は
、
足
を
骨
折
し
て
動
け
な
く
な
る
こ
と
を
懸
念
し
て
、
リ
ハ
ビ
リ
や
体
操
に
熱

心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
あ
る
と
き
、
施
設
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
支

援
者
は
本
人
を
楽
し
ま
せ
よ
う
と
思
い
声
を
か
け
ま
し
た
。し

か
し
、本

人
に
伝
え
る
と
、

本
人
は
不
安
に
な
っ
た
の
か
落
ち
着
か
な
く
な
り
、
参
加
し
な
い
と
応
え
ま
し
た
。

●
本
来
、
本
人
は
動
く
こ
と
が
好
き
で
あ
り
、
外
出
す
る
機
会
を
本
人
は
喜
ぶ
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
異
な
る
「
意
外
な
」
応
答
が
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
意
思
決
定
支
援
の
プ
ロ
セ
ス
に
立
ち
戻
り
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
振
り
返
っ
て
み
る

こ
と
が
気
づ
き
を
生
み
出
す
重
要
な
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。

●
ま
ず
重
要
な
こ
と
は
、
「
ま
ず
本
人
の
意
思
を
確
認
し
、
尊
重
す
る
」
こ
と
で
す
。
基
本

的
な
考
え
方
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
支
援
を
す
る
し
な
い
を
支
援
者
の
価
値
で
判
断
す

る
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
立
ち
位
置
を
確
認
す
る
上
で
改
め
て
あ
げ
ま
し
た
。

❶
人
的
・
物
的
環
境
の
整
備
を
見
直
し
ま
す
。
た
と
え
ば
、
支
援
者
と
の
信
頼
関

係
は
ど
う
か
、
本
人
を
焦
ら
せ
て
い
な
い
か
、
本
人
が
集
中
で
き
る
環
境
か
、

疲
れ
て
い
な
い
か
、
な
ど
で
す
。
特
に
拒
否
を
す
る
場
合
に
は
、
「
疲
れ
て
い

て
考
え
た
く
な
い
」
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

 
そ
の
う
え
で
、
意
思
決
定
の
プ
ロ
セ
ス
を
追
っ
て
い
き
ま
す
。

 
開
か
れ
た
質
問
で
、
本
人
の
意
思
や
意
向
を
確
認
し
ま
す
。
特
に
意
思
形
成
支
援

の
プ
ロ
セ
ス
を
確
認
し
て
い
き
ま
す
。

・
 本
人
に
必
要
な
情
報
が
説
明
さ
れ
て
い
る
か

・
 理
解
で
き
る
よ
う
に
、
分
か
り
や
す
い
言
葉
や
文
字
に
し
た
り
、
ゆ
っ
く
り

と
説
明
さ
れ
て
い
る
か

・
 本
人
の
理
解
・
認
識
に
誤
り
は
な
い
か

・
 障
害
と
な
る
環
境
は
な
い
か
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２
　
事
例
本
文
（
意
思
決
定
支
援
の
プ
ロ
セ
ス
）

〈
続
き
〉

　
本
人
の
思
っ
て
い
る
こ
と
を
順
序
立
て
て
確
認
を
し
た
と
こ
ろ
、
本
人
は
体
操
教
室
を
休
む
こ

と
で
、
ま
た
歩
け
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
恐
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
（
❷
）
。

　
そ
こ
で
、
ケ
ア
担
当
者
は
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
出
る
こ
と
と
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
は

出
ず
に
体
操
教
室
に
参
加
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
を
並
べ

て
示
し
、
大
事
な
と
こ
ろ
を
紙
に
書
き
出
す
こ
と
も
含
め
、
繰
り
返
し
説
明
し
た
（
❸
）
。

一
度
に
全
体
を
覚
え
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
が
、
ケ
ア
担
当
者
は
何
度
か
に
分
け
て
、
辛
抱
づ
よ

く
説
明
を
し
、
本
人
が
理
解
し
た
か
を
確
認
し
た
。

　
最
終
的
に
、
体
操
教
室
を
１
回
休
む
こ
と
で
歩
け
な
く
な
る
な
ど
急
な
日
常
生
活
の
変
化
は
な

い
こ
と
を
本
人
は
理
解
し
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
参
加
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

２
　
事
例
本
文
（
意
思
決
定
支
援
の
プ
ロ
セ
ス
）

❸
意
思
の
表
明
支
援
で
も
同
様
に
プ
ロ
セ
ス
を
追
い
ま
し
ょ
う
。

・
本
人
を
焦
ら
せ
な
い
こ
と
、
十
分
な
時
間
を
用
意
す
る
こ
と

・
本
人
の
意
思
の
表
明
が
、
生
活
や
価
値
観
か
ら
み
て
整
合
性
が
あ
る
か
を

確
認
す
る

・
意
思
は
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
、
適
宜
確
認
し
な
が
ら
進
め
る

 
な
ど
も
重
要
で
す
。

❷
支
援
者
も
、
順
を
追
っ
て
確
認
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
な
か
で
、
本
人
の
理
解

が
、
支
援
者
の
理
解
と
異
な
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

支
援
者
は
、
本
人
が
分
か
り
や
す
い
よ
う
な
工
夫
を
し
な
が
ら
説
明
を
し
て

い
き
ま
す
。
そ
こ
に
は
、

・
比
較
の
ポ
イ
ン
ト
や
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
を
分
か
り
や
す
く
示
す

・
文
字
に
書
く

・
一
部
分
ず
つ
分
け
て
説
明
す
る

・
重
要
な
点
を
繰
り
返
し
説
明
す
る

・
本
人
の
理
解
を
本
人
の
言
葉
で
確
認
す
る

 
な
ど
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ど
れ
も
臨
床
で
比
較
的
容
易
に
実
践
で

き
る
工
夫
で
す
。
特
に
、
本
人
が
ど
の
よ
う
に
理
解
し
た
か
を
、
本
人
の
言
葉

で
確
認
し
て
い
く
こ
と
は
、
プ
ロ
セ
ス
が
適
切
に
進
め
ら
れ
て
い
る
か
を
振
り

返
る
う
え
で
も
重
要
な
点
で
す
。
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 ⑵
 社
会
生
活
に
関
わ
る
意
思
決
定
を
チ
ー
ム
で
支
援
す
る
例

▶
▶
▶
居
住
先
及
び
財
産
処
分
に
関
す
る
意
思
決
定
支
援

１
　
事
例
の
基
本
情
報

・
90

代
の
女
性

・
夫
は
死
亡
、
子
供
１
名
（
別
居
）
、
他
の
親
族
と
は
疎
遠
。

・
収
入
は
年
金
、
資
産
は
預
貯
金
と
自
宅
不
動
産
。

・
老
人
ホ
ー
ム
の
利
用
料
を
預
貯
金
か
ら
支
払
っ
て
い
た
が
、
今
後
、
利
用
料
を
継
続
し
て
支
払

う
た
め
に
は
自
宅
売
却
に
よ
る
資
金
確
保
の
必
要
性
が
あ
る
。

・
本
人
か
ら
は
最
近
に
な
っ
て
「
家
に
帰
り
た
い
」
と
い
う
話
が
出
て
き
て
い
る
。

・
支
援
関
係
者
の
話
し
合
い
で
は
、
自
宅
で
の
生
活
に
切
り
替
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う
意

見
と
ホ
ー
ム
へ
の
生
活
を
継
続
し
て
費
用
は
自
宅
売
却
に
よ
り
賄
っ
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か

と
い
う
意
見
が
出
て
い
る
。

２
　
事
例
本
文
（
意
思
決
定
支
援
の
プ
ロ
セ
ス
）

　
保
佐
人
は
、
今
回
の
意
思
決
定
が
本
人
の
社
会
生
活
に
お
け
る
重
要
な
決
定
で
あ
る
こ
と
を

踏
ま
え
、
保
佐
人
が
全
て
判
断
し
て
決
め
る
の
で
は
な
く（
❶
）、

本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
関
係
機
関

で
共
有
し
、
本
人
が
意
思
決
定
を
行
う
機
会
を
確
保
す
る
た
め
の
意
思
決
定
支
援
会
議
の
開
催
を

提
案
し
た
（
❷
）。

　
ま
ず
は
本
人
が
日
中
ど
の
よ
う
な
過
ご
し
方
を
好
ま
し
い
・
苦
手
と
感
じ
て
い
る
か
に
つ
い

て
、本

人
が
落
ち
着
け
る
昼
下
が
り
に
、本

人
が
信
頼
し
て
い
る
ホ
ー
ム
内
の
友
人
も
同
席
の
上
、

絵
カ
ー
ド
等
を
用
い
な
が
ら
丁
寧
に
聞
き
取
り
を
行
っ
た
（
❸
）。

　
複
数
回
に
わ
た
る
聞
き
取
り
の
結
果
、
ご
本
人
は
ホ
ー
ム
内
の
居
住
者
や
職
員
と
の
会
話
を
楽

し
い
で
い
る
反
面
、
気
分
が
乗
ら
な
い
と
き
や
調
子
の
悪
い
と
き
に
も
職
員
の
誘
導
に
よ
り
ク
ラ

ブ
活
動
等
に
参
加
せ
ざ
る
を
得
ず
、
自
由
な
時
間
を
も
う
少
し
確
保
し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
る

よ
う
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
え
で
、
本
人
に
「
家
に
帰
り
た
い
。
」
と
い
う
発
言
の
真
意
を
確
か
め

た
と
こ
ろ
、
「
ち
ょ
っ
と
嫌
な
こ
と
が
あ
っ
た
だ
け
よ
。
今
す
ぐ
帰
り
た
い
わ
け
じ
ゃ
な
い
わ
。

友
人
た
ち
と
離
れ
て
過
ご
す
の
は
寂
し
い
し
。
」
と
の
発
言
が
あ
っ
た
。

 １
　
事
例
の
基
本
情
報

２
　
事
例
本
文
（
意
思
決
定
支
援
の
プ
ロ
セ
ス
）

こ
の
事
例
は
、
住
ま
い
に
関
す
る
意
思
決
定
と
自
宅
売
却
に
関
す
る
意
思

決
定
の
２
つ
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
対
象
と
な
る
意
思
決
定
は
個
別
に

捉
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

●
本
人
の
発
言
と
支
援
者
の
考
え
方
に
相
違
が
あ
る
場
合
や
、
支
援
の
方
法
に
つ
い
て
検

討
し
た
い
場
合
に
は
、
チ
ー
ム
で
情
報
を
共
有
し
、
共
同
し
て
考
え
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
本
人
が
意
思
決
定
を
行
う
機
会
を
確
保
す
る
た
め
の
チ
ー

ム
で
の
話
合
い
を
「
意
思
決
定
支
援
会
議
」
と
表
現
し
て
い
ま
す
。

《
意
思
決
定
支
援
の
た
め
の
環
境
整
備
》

❶
保
佐
人（

成
年
後
見
人
）の

よ
う
に
、
本
人
の
た
め
の
契
約
を
代
理
で
き
る
立
場

の
人
が
い
た
と
し
て
も
、
意
思
決
定
能
力
推
定
の
原
則
は
維
持
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
本
人
を
抜
き
に
し
て
保
佐
人
に
す
べ
て
の
判
断
を
委
ね
る
の
で
は

な
く
本
人
に
よ
る
意
思
決
定
の
機
会
を
可
能
な
限
り
確
保
し
て
い
く
視
点
が

大
切
で
す
。

❷
意
思
決
定
支
援
会
議
を
行
う
前
に
、
支
援
者
と
し
て
の
基
本
的
姿
勢
が
共
有
で

き
て
い
る
か
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
特
に
、
支
援
者
の
価
値
判
断
が
先

行
し
て
し
ま
う
と
、
本
人
の
表
面
上
の
言
葉
に
と
ら
わ
れ
て
し
ま
い
、
本
人
の

心
か
ら
の
希
望
に
着
目
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
本
人
に

と
っ
て
良
好
な
日
時
・
場
所
、
座
席
の
位
置
、
緊
張
緩
和
の
た
め
の
グ
ッ
ズ
、

情
報
保
障
の
た
め
の
ツ
ー
ル
な
ど
、
会
議
環
境
へ
の
配
慮
も
必
要
で
す
。

《
本
人
と
の
個
別
面
談
を
通
じ
た
本
人
の
選
好
・
価
値
観
の
収
集
》

❸
い
き
な
り
核
心
的
な
意
思
決
定
を
迫
る
こ
と
は
避
け
ま
し
ょ
う
。
意
思
決
定
の

前
提
で
あ
る
本
人
の
選
好
や
価
値
観
を
把
握
し
、
記
録
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

本
人
の
好
み
に
合
わ
せ
た
選
択
肢
を
提
案
す
る
こ
と
や
本
人
が
課
題
と
感
じ
て

い
る
点
を
把
握
す
る
こ
と
に
も
繋
が
り
ま
す
。
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後
日
、
本
人
及
び
支
援
者
と
と
も
に
「
今
後
の
住
ま
い
と
お
金
の
こ
と
を
考
え
る
」
た
め
の
会

議
を
行
っ
た
（
❹
）
。
会
議
ル
ー
ル
は
①
本
人
の
発
言
を
遮
ら
な
い
こ
と
、
②
支
援
者
の
価
値
観

を
お
し
つ
け
な
い
こ
と
と
設
定
し
、
全
員
が
合
意
し
た
上
で
会
議
に
臨
ん
だ
（
❺
）
。

　
先
日
行
っ
た
本
人
面
談
の
記
録
を
共
有
し
、
今
の
暮
ら
し
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
る

か
、
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
生
活
を
望
ん
で
い
る
の
か
を
本
人
に
語
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
た
。
本

人
が
ホ
ー
ム
内
の
こ
と
で
少
し
話
し
づ
ら
そ
う
に
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
保
佐
人
が
本
人

の
承
諾
を
得
て
本
人
の
意
向
を
伝
え
た
。

　
本
人
は
「
本
当
は
自
宅
で
の
生
活
も
考
え
て
い
た
け
れ
ど
、
今
は
友
人
が
多
い
ホ
ー
ム
の
中
で

生
活
を
し
た
い
。
で
き
れ
ば
も
う
少
し
自
由
に
行
動
で
き
る
と
い
い
ね
。
」
と
話
し
、
当
面
の

間
、
ホ
ー
ム
で
生
活
し
て
い
く
こ
と
に
つ
い
て
の
希
望
が
確
認
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
ホ
ー
ム
内
の

生
活
面
で
の
不
満
に
対
応
す
る
た
め
、
ク
ラ
ブ
活
動
を
本
人
に
押
し
付
け
る
こ
と
は
決
し
て
し
な

い
こ
と
、
外
出
・
外
泊
の
機
会
に
つ
い
て
も
柔
軟
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
等
が
施
設
職
員
間
で
確

認
さ
れ
た
。

　
次
に
、
お
金
の
話
題
に
移
っ
た
。
保
佐
人
か
ら
現
在
の
本
人
の
経
済
状
態
に
つ
い
て
の
口
頭
で

説
明
が
な
さ
れ
た
が
、
本
人
が
十
分
に
理
解
で
き
て
い
な
い
の
で
は
？
 と

本
人
の
友
人
か
ら
指
摘

が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
が
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
現
在
の
収
入
と
支
出
、
資
産

の
状
況
に
つ
い
て
書
き
と
め
、
今
後
の
預
貯
金
が
１
年
後
に
は
尽
き
る
と
い
う
こ
と
を
グ
ラ
フ
で

表
現
し
た
。

　
本
人
は
、
内
容
を
一
つ
一
つ
手
持
ち
の
ノ
ー
ト
に
書
き
と
め
、
「
だ
ん
だ
ん
お
金
が
な
く
な
っ

ち
ゃ
う
の
ね
。
」
と
話
し
た
（
❻
）
。
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
か
ら
は
、
①
ホ
ー
ム
に
住
み
続
け

る
た
め
に
自
宅
を
売
る
、
②
ホ
ー
ム
に
は
預
貯
金
が
尽
き
る
ま
で
は
住
み
、
そ
の
後
は
自
宅
に
移

る
、
③
ホ
ー
ム
を
退
所
し
自
宅
に
戻
る
、
と
い
う
選
択
肢
に
つ
い
て
、
本
人
視
点
か
ら
導
か
れ
る

メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
本
人
及
び
参
加
者
か
ら
挙
げ
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
（
❼
）
。
本
人

は
「
あ
の
家
は
長
年
過
ご
し
て
き
た
思
い
出
の
場
所
な
ん
だ
よ
ね
え
。
私
に
と
っ
て
も
人
生
が
つ

ま
っ
て
い
る
ん
だ
よ
」
と
発
言
。
結
論
と
し
て
は
、
当
面
の
利
用
料
を
支
払
う
預
貯
金
は
ま
だ
残

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
今
の
段
階
で
売
却
を
決
定
す
る
の
で
は
な
く
、
ま
ず
は
思
い
出
の
品
を
少

し
ず
つ
整
理
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
。
自
宅
の
物
品
を
整
理
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
本
人
の
意

思
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
く
の
か
を
注
意
深
く
関
係
者
は
見
守
る
こ
と
と
な
っ
た
。

《
意
思
決
定
支
援
会
議
の
実
践
》

❹
意
思
決
定
支
援
会
議
で
は
、本

人
の
参
加
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ

し
、チ

ー
ム
メ
ン
バ
ー
に
も
配
慮
し
ま
し
ょ
う
。
大
勢
の
専
門
職
に
囲
ま
れ
た
中
で

自
分
な
り
の
意
思
決
定
を
行
う
こ
と
は
容
易
で
は
な
く
、良

か
れ
と
思
っ
た
方
向
へ

と
本
人
の
意
思
が
引
っ
張
ら
れ
て
し
ま
う
お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。
本
人
も
チ
ー
ム
の

一
員
で
す
か
ら
、友

人・
親
族
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、ど

の
よ
う
な
人
に
一
緒
に
い

て
ほ
し
い
か
を
あ
ら
か
じ
め
確
認
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

❺
意
思
決
定
支
援
会
議
は
、
事
前
準
備
が
成
功
の
鍵
で
す
。

 
地
域
ケ
ア
会
議
、
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
等
と
兼
ね
る
こ
と
も
可
能
で
す
が
、

必
ず
し
も
す
べ
て
の
チ
ー
ム
が
初
め
か
ら
意
思
決
定
支
援
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
理

解
し
て
い
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
チ
ー
ム
全
体
が
意
思
決
定
支
援
の
基
本
的
考

え
方
と
当
日
の
ル
ー
ル
を
理
解
し
た
上
で
会
議
に
臨
め
る
よ
う
、
事
前
準
備
を

怠
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

❻
本
人
が
議
論
に
参
加
で
き
て
い
な
い
こ
と
に
気
づ
い
た
場
合
、一

旦
進
行
を
止
め
、

本
人
が
実
質
的
に
議
論
に
参
加
で
き
る
方
法
を
考
え
ま
し
ょ
う
。
言
葉（

口
頭
）

だ
け
で
は
わ
か
り
に
く
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、本

人
に
と
っ
て
分
か
り
や

す
い
表
現
に
換
え
る
、ホ

ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
、写

真
・
映
像
、本

人
向
け
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、

絵
カ
ー
ド
、話

し
言
葉
を
文
字
化
す
る
ア
プ
リ
等
を
活
用
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま

す
。
回
答
を
ゆ
っ
く
り
待
つ
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
し
、体

験

等
の
機
会
を
確
保
す
る
た
め
に
一
回
の
会
議
で
は
終
わ
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

本
人
自
身
の
強
み
を
活
か
し
、本

人
に
よ
る
意
思
決
定
の
た
め
の「

ベ
ス
ト
チ
ャ
ン

ス（
最
適
な
環
境
）」

を
確
保
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
と
最
大
限
の
努
力
が
チ
ー
ム
に

は
求
め
ら
れ
ま
す
。

❼
選
択
肢
の
中
に
、
本
人
の
選
好
や
価
値
観
が
反
映
さ
れ
た
提
案
が
含
ま
れ
て

い
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
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【
支
援
記
録
（
本
人
の
思
い
・
価
値
観
共
有
シ
ー
ト
）
の
記
載
例
】

➡
 2
つ
目
の
事
例
を
題
材
に
支
援
記
録
の
記
載
例
（
一
部
）
を
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

書
式
や
書
き
方
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
関
係
者
と
共
有
し
て
お
き
た
い
「
本
人
の
思
い
や
価
値
観
の

現
れ
」
を
書
き
留
め
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

記
号
の
意
味
：
◯
好
き
・
や
り
た
い
　
△
中
間
・
不
明
　
×
嫌
い
・
や
り
た
く
な
い
　

 
ヨ
ミ
カ
ツ
を
よ
り
利
用
す
る
た
め
に

　
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
大
き
く
分
け
る
と
、
規
範
（
ル
ー
ル
）
の
部
分
と
、
手
引
き
（
ヒ
ン
ト
）

の
部
分
が
あ
り
ま
す
が
、
前
者
は
読
ん
で
み
る
と
、
内
容
に
は
異
存
は
な
い
が
、
な
か
な
か
ス
ト
ン
と

腑
に
落
ち
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、

今
の
認
知
症
の
方
々
が
置
か
れ

て
い
る
現
実
は
、
規
範
が
求
め

る
（
あ
る
意
味
で
の
）
理
想
と

は
離
れ
て
い
る
こ
と
や
、
現
実

に
意
思
決
定
支
援
を
意
識
的
に

し
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

現
実
を
前
提
に
規
範
が
求
め
る

も
の
を
達
成
し
よ
う
す
る
と
、

ど
う
し
て
も
ま
ず
「
無
理
だ
よ
」
と
い
う
現
実
の
叫
び
が
出
て
く
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
こ
こ
で
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
提
案
し
ま
す
。

１
　
小
さ
な
こ
と
か
ら
始
め
よ
う

　
ま
ず
は
、
手
引
き
（
ヒ
ン
ト
）
部
分
を
利
用
し
て
、
一
つ
で
も
二
つ
で
も
、
認
知
症
の
人
の

意
思
決
定
に
関
わ
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
今
日
は
「
本
人
と
の
信
頼
関
係
に
配
慮
す
る
」

と
か
、
今
日
は
、
「
な
る
べ
く
本
人
慣
れ
た
場
所
で
支
援
を
行
う
」
と
か
、
自
分
な
り
に
、
課
題

を
決
め
て
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

２
　
規
範
（
ル
ー
ル
）
と
向
き
合
お
う

　
こ
れ
は
、
私
た
ち
が
し
ば
し
ば
陥
り
が
ち
な
点
を
指
摘
し
て
い
る
部
分
で
す
。
最
初
は
腑
に
落

ち
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
日
々
向
き
合
う
こ
と
で
、
少
し
ず
つ
規
範
が
沁
み
て
き
ま
す
。

３
　
事
例
を
利
用
し
て
、
皆
で
考
え
よ
う

　
こ
の
小
冊
子
の
他
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
本
編
、
研
修
教
材
や
平
成
30

年
度
事
業
報
告
書
に
も
事
例

が
収
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
仲
間
の
方
と
検
討
す
る
に
は
と
て
も
ふ
さ
わ
し
い
と
思
い
ま
す
。

１
　
小
さ
な
こ
と
か
ら
始
め
よ
う

２
　
規
範
（
ル
ー
ル
）
と
向
き
合
お
う

３
　
事
例
を
利
用
し
て
、
皆
で
考
え
よ
う

日
付

情
報
源

（
記
入
者
）

本
人
の
意
向
・
選
好
・
価
値
観
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
に
関
す
る
事
実

ど
の
よ
う
な
本
人
の
意
思
が

読
み
取
れ
る
か
？（
記
入
者
）

〇
/〇

 本
人

（
ヘ
ル
パ
ー
）

〇
 突
然
「
家
に
帰
り
た
い
」
と
話
さ
れ
る
。

ホ
ー
ム
に
移
る
前
は
、4
0年
間
自
宅
で
生

活
し
て
い
た
。

「
帰
り
た
い
？
」
と
質
問
す
る
と
、
無
言
で
う

な
ず
い
た
。
し
か
し
、
ホ
ー
ム
か
ら
出
よ
う

と
す
る
様
子
は
な
か
っ
た
。

自
宅
に
帰
り
た
い
の
で
は
な
い

か
？（
ヘ
ル
パ
ー
）

何
ら
か
の
理
由
で
、ホ
ー
ム
に
は

い
た
く
な
い
と
思
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
？（
地
域
包
括
）

〇
/〇

 本
人

（
地
域
包
括

　
担
当
者
）

日
中
の
過
ご
し
方
に
つ
い
て
絵
カ
ー
ド
を

使
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　
○
 居
住
者
や
職
員
と
の
お
し
ゃ
べ
り
・
の

ん
び
り
過
ご
す・
手
芸
・
短
歌

　
△
 ク
ラ
ブ
活
動（
最
初
は
×
に
置
く
）

　
×
 規
則
・
ル
ー
ル

---
---
---
---
---
---
---
---
---
---
---
---
---
---

×
 に
お
か
れ
た
カ
ー
ド
に
つ
い
て
「
た
ま
に

は
ゆ
っ
く
り
休
み
た
い
と
き
も
あ
る
の
に
、

ま
っ
た
く
も
う
。」

△「
ち
ょ
っ
と
嫌
な
こ
と
が
あ
っ
た
だ
け
よ
。

今
す
ぐ
家
に
帰
り
た
い
わ
け
じ
ゃ
な
い
。

友
人
た
ち
と
離
れ
て
過
ご
す
の
は
寂
し
い

わ
。」

ク
ラ
ブ
活
動
は
嫌
い
で
は
な
い

け
れ
ど
、
気
分
が
乗
ら
な
い
と

き
に
も
職
員
に
誘
導
さ
れ
、ク

ラ
ブ
活
動
等
に
参
加
せ
ざ
る
を

得
な
い
＝
自
由
な
時
間
を
も
う

少
し
確
保
し
た
い
と
い
う
思
い

が
あ
る
の
で
は
？（
保
佐
人
）

「
家
に
帰
り
た
い
。」
と
い
う
発

言
は
、
職
員
に
対
す
る
不
満
が

た
ま
っ
て
い
た
こ
と
で
原
因
で

は
？
本
当
に
帰
り
た
い
か
ど
う

か
は
も
う
少
し
吟
味
が
必
要
。

（
地
域
包
括
）

〇
/〇

 ヘ
ル
パ
ー

（
ケ
ア
マ
ネ
）

短
歌
を
見
せ
た
い
と
の
申
し
出
が
あ
り
、
見

る
と「
一
人
と
は
寂
し
き
も
の
と
…
…
」と
書

い
て
あ
っ
た
。「
ま
た
見
て
も
ら
え
な
い
か
し

ら
？
」と
言
わ
れ
た
の
で
快
く
応
じ
た
。

〇
 本
人
が
「
短
歌
コ
ン
ク
ー
ル
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
し
ら
。」
と
話
し
て
い
た
。今
度
、ク

ラ
ブ
活
動
で
短
歌
教
室
の
先
生
を
や
っ
て

も
ら
え
る
？
と
聞
い
た
と
こ
ろ「
ま
か
せ
な

さ
い
！
」と
こ
ぶ
し
を
胸
の
近
く
に
置
く
し

ぐ
さ
を
し
て
い
た
。

短
歌
コ
ン
ク
ー
ル
は
在
宅
時
に

本
人
が
毎
年
投
稿
し
て
い
た
と

聞
い
て
い
る
。
短
歌
を
通
じ
て

本
人
の
気
持
ち
を
伝
え
よ
う
と

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。（
か

か
り
つ
け
医
）

ク
ラ
ブ
活
動
に
参
加
す
る
側
よ

り「
先
生
」に
な
り
た
い
思
い
が

あ
る
の
で
は
？（
ケ
ア
マ
ネ
）
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 Ⅳ 考察・今後の課題                                                                

 
 １. ガイドライン研修の着実な実施・展開について                                    

昨年度事業におけるガイドライン研修教材の作成・配布から、可能な限り時間を空けないよう、事

業前半において、研修教材の説明および実際の研修実施を補強するための研修講習会を⾏った。 

      講習会への参加⾃治体は過半数ではあったが、必ずしも多かったとは⾔えず、また、申込段階での

事前アンケートでは、本年度は 9 割、次年度以降も 8 割の⾃治体で独⽴実施型の研修を「実施しな

い（予定はない）」としていた。講習会当⽇の参加者アンケートや質疑からも、理由としては、①研修

内容から受講対象や講師選定などの企画の⾯、②予算確保の⾯、➂講師・ファシリテーターの確保の

⾯について挙げられていた。 

      認知症施策推進⼤綱では、組み込み型研修の実施について当⾯の⽬標設定がなされているが、

組み込み型研修の内・性質に鑑みれば、独⽴実施型のガイドライン研修が準備されることが望ましい。 

②の予算確保の⾯は、先の全国介護保険・⾼齢者保健福祉担当課⻑会議資料において、⼀定

の⽅針が⽰されている（https://www.mhlw.go.jp/stf/shingi/other-rouken_129155.html 、115p.）。 

➀および③の⾯については、ガイドライン・同研修の内容の更なる周知・広報と研修講師・ファシリテ

ーターの養成講習の実施が急務であろう。その際には、研修内容や進⾏についてはもちろん、ガイドライ

ンの役割や意思決定⽀援のプロセスのどの部分に働きかけるものなのか、等についても改めて触れるよ

うな講習とすることが重要と考える。また、当⾯は、講師養成講習と並⾏して、ガイドラインの普及・定

着にかかる⽼⼈保健健康増進等事業等の枠組みで、複数個所の直接研修会（事業の委員が講

師を担当）の開催も必要になるであろう。 

さらに、現⾏のガイドライン研修の教材が、講義スライドおよび演習⽤動画のパッケージとして提供さ

れていることに鑑み、講師⽤の講義等進⾏ガイドの充実やe-ラーニング教材の制作、また、今後、順次

展開が予定されている医療や障害、成年後⾒分野の意思決定⽀援にかかるガイドライン等の研修等

とのタイアップなど、企画・実施上の⼯夫も有⽤ではないかと考える。 

 

 ２. ガイドラインの普及・実践の実態把握について                                     

認知症の⼈の⽇常⽣活・社会⽣活における意思決定⽀援ガイドラインの普及・定着に向けて、多

⾯的な取り組みを推進するには、基礎的な状況把握が不可⽋である。 

独⽴実施型のガイドライン研修が必ずしも⼗分に展開されていない現状にあることを前提に、認知

症の⼈の意思決定⽀援について、医療・介護等の現場において、どの程度、どのように実践されている

か、また、どのような課題・困難を感じているか、等の実態の把握が重要である。特に、ガイドラインの⽰
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す基本原則や基本の⽀援プロセスに沿った意思決定⽀援が⾏われているか、といった質的な実態を

踏まえることは、今後のガイドラインの普及・定着に向けた取り組みにおいて重要となる。 

本年度事業は、昨年度に引き続いて、ガイドライン研修の実施⽀援の観点からの取り組みが中⼼

となったが、更なるガイドラインの普及・定着に向けた取り組みを推進するため、⼀定の資材・補強資料

が提供された次の段階として、以下の 3 つの側⾯からの実態把握が優先順位の⾼いものと考える。 

①意思決定⽀援の実践に関する実態把握 

   → 認知症の⼈に対する意思決定⽀援の場⾯に多く直⾯していると思われる「かかりつけ医」、

「認知症サポート医」、「ケアマネジャー」、「地域包括⽀援センター担当者」等を対象にアンケ

ート調査等を⾏い、⽀援の実施状況（内容や頻度等）、⽀援の際の課題・難しさ、ガイド

ラインの認知、利活⽤の実態等について、質的・量的に把握することが望まれる。 

②ガイドライン研修の実施状況に関する実態把握 

   → ガイドライン研修（独⽴実施型および組み込み型）の実施状況、企画⽴案・運営上の課

題等を把握する。また、⼀部地域の協⼒により、受講者に対して、研修の評価や受講後の

変化（⾏動変容等）についても把握を試⾏することが必要と考える。 

➂⾃治体としての意思決定⽀援に関する取り組み事例の収集 

   → ⾼齢者等の意思決定の尊重、その⽀援の重要性に鑑み、認知症の⼈の⽇常⽣活・社会

⽣活における意思決定⽀援ガイドラインをはじめとし、医療や障害分野のガイドライン等が

⽰されている中で、当事者である認知症の⼈・家族、また、⽀援者となる医療・介護従事

者等に対して、⾃治体としてどのような取り組みが⾏われているか等の情報収集・整理を⾏

い、全国に共有されることが期待される。 

 

 ３. ガイドラインおよびガイドライン研修の補強・改善について                          

平成29 年度事業における「認知症の⼈の⽇常⽣活・社会⽣活における意思決定⽀援ガイドライン」

の策定（平成 30 年 6 ⽉公表）、平成 30 年度事業でのガイドライン研修教材の作成・提供という

流れの中で、まずは公表・提供された成果物の着実な普及・定着を⽬指すべき点は⾔うまでもない。 

もっとも、ガイドラインそのものが“認知症の⼈の⽇常⽣活・社会⽣活”という広い範囲に亘り、ガイド

ラインの対象である⽀援者も様々な職種の専⾨職や家族であることに鑑みれば、ガイドラインに基づく

具体的な⽀援の実践は、直⾯するテーマや場⾯、関わりの度合い等が様々なものとなるといえる。 

とすれば、ガイドラインの普及やガイドライン研修の推進についても、『ガイドラインの“基本的な考え⽅”

と⽀援の“実践の場”に橋を架けるもの』として、その実態に応じた普及の⼯夫が必要になると考える。 
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具体的には、現⾏のガイドラインの基本原則、ガイドライン研修の基本教材を前提として、 

①職種別（例えば、認知症の⼈の意思決定の内容や場⾯が異なる「医療職・介護職別」等とい

った⼤きな分類）の補助教材やグループワークガイドの作成 

②1 ケースのストーリー事例ではなく、⽀援のプロセスや場⾯ごとの具体的な実践事例の集積と提供

（意思決定の内容や⽀援者の職種別に分けて整理する等の⼯夫も必要） 

➂ガイドラインのエッセンスや重点ポイントを抽出した、より平易かつ実践的なツール等の作成 

など、ガイドラインおよびガイドライン研修を補強・改善するための取り組みの継続が必要と考える。 

  そして、それらの使い分けや組み合わせにより、職種や領域ごとの展開（研修の企画・実施）等も

実施地域において検討・実施が容易となり、各地域の取り組みが共有されていくことが期待される。 
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令和元年度 厚生労働省老人保健事業推進費等補助金 

（老人保健健康増進等事業分） 

認知症の人の日常生活・社会生活における 

意思決定支援ガイドラインの普及および研修のあり方 

に関する調査研究事業 
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